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L 特徴，用語と配列 

本章は，JICA（国際協力事業団）がインドネシア国のパリ・ロンボク島で実 

施している「マングローブ林資源保全聞発実証調査」で出版したHandbook of 

Mangroves in Indonesia - Bali and Lombokを基本として編集し直したもの 

である。したかって，収録した植物は主としてパリ・ロンボク島に見られるマ 

ングローブが中心となっているか,木本のみならず草本も収録し，一部本書の 

ために新たに加えた植物もある。 

本章では，現場で簡単に植物を同定することを目的としたので，検索表，写 

真，図を中心とした編集になっている。 

使用した用語，各樹種の記述は，植物分類学の方法に従っているか，一部便 

宜的な項目区分を用いた。 

熱帯・亜熱帯の国々では，マンクローブを扱う場合，学名が使われることか 

多く，また，同定に関する分類学的な用語も英語によることが多いので，植物 

名は学名 （アルファベット表記）とし，章末に用語の日英対照用語集として英 

語による用語解説も収録した。 

植物名は，学名を巾心としたが和名かついているものは可能な限り和名も付 

記するよう努力した。なお，和名は「熱帯植物要覧」（熱帯植物研究会，1993), 

「琉球植物誌」（初島住彦，1975),「樹木大図説」（上原啓二，1985),「現代生物 

学大系」（本田正次，1982),「図説熱帯植物集成」(Corner, 1969）を参考にし 

た0 

本章での植物の配列は，自然分類に基づき，シダ類，裸子植物,双子葉植物， 

単子葉植物の順としたか,科，属，種については実際に現場で用いる場合には, 

自然分類の配列ではなく，アルファベット順の配列の方か使い易いので，アル 

ファベット順とした。なお，植物の配列順序と写真の配列順序を同じにしたの 

で，写真1 Acrosticum aurum は本文82 ページの1. Acrosticum aureum で 

あり，写真52 助lnげax littoreus は本文130 ページの52. SJ)Lfllfex littoreus と 

なっている。 

2. 記載方法と使用上の注意 

マングローブの区分には幾っかの区分があるか，本章ではTomlinson 

(1986）の区分に従いmajor components（主要な構成種）, minor compo」 

nents （副次的な構成種）,mangrove associates（付随的な構成種）の3区分と 

　　

1. 特徴, 用語と配列

本草は,JICA( 国際協力事業団) がインドネシア国のバリ・ロンボク島で実

施している「マングローブ林資源保全開発実証調査」で出版した Handbook of

Mangroves lnlndonesia ‐BallandLombok を基本 として編集 し直 したもの

である。したがって, 収録した植物は主としてバリ・ロンボク島に見られるマ

ングローブが中心となっているが, 木本のみならず草本も収録し, 一部本書の

ために新たに加えた植物もある。

本章では,現場で簡単に植物を同定することを目的としたので,検索表,写

真, 図を中心とした編集になっている。

使用した用語, 各樹種の記述は, 植物分類学の方法に従っているが, 一部便

宜的な項目区分を用いた。

熱帯・亜熱帯の国々では, マングローブを扱う場合, 学名が使われることが

多く, また,同定に関する分類学的な用語も英語によることが多いので,植物

名は学名 (アルファベット表記) とし,章末に用語の日英対照用語集として英

語による用語解説も収録した。

植物名は,学名をrri心としたが和名がついているものは可能な限り和名も付

記するよう努力した。なお,和名は「熱帯植物要覧」(熱帯植物研究会,1993),

「琉球植物誌」(初島住彦,1975),「樹木大図説」(上原啓二,1985),「現代生物

学大系」(本田正次,1982), 「図説熱帯植物集成」(Corner,1969) を参考にし

た。

本章での植物の配列は, 自然分類に基づき, シダ類,裸子植物,双子葉植物,

単子葉植物の順としたが,科,届,種については実際に現場で用いる場合には,

自然分類の配列ではなく, アルファベット順の配列の方が使い易いので, アル

ファベット順とした。なお, 植物の配列順序と写真の配列順序を同じにしたの

で , 写真 IA αos鰐粥 m α“〆@“m は本文 82 ページの 1.Ac γo卿伽 m α鯛醐 m で

あり, 写真 52S 郷れz発 % 放か劣靴 s は本文 130 ページの 52.Spmz た x 僻め〆e“s と

なっている。

2. 記載方法と使用上の注意

マ ングロー ブの区分 に は幾 つか の区分 が あ るか , 本章 で は Tomllnson

(1986) の区分に従 い major components( 主要な構成種 ),m ・nor compo

nents (副次的な構成種 ), mangroveassoclates( 付随的な構成種 ) の 3区分 と
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した。 

各植物の樹高あるいは草高，各部分の形態並ひにサイズはバリ島，ロンボク 

島で観察されたものである。 したがって，それ以外の地域では，個体変異，特 

に樹高や草高には大きな差があるので，そのことを念頭に入れて使用して頂き 

たい。なお，参考までにタイやその他の地域での最大樹高をAksornkoae 

(1992）やWightman (1989）に基づきかっこ書きで示した。 

キーアイコン（key icons）として，植物の同定のキーとなる特徴を小さなイ 

ラストで示し，検索表及び各樹種のページに使用した。 キーアイコンは，原則 

として分類学上の特徴区分に従っているが，現場で役に立つであろういくつか 

の特微をまとめたものも含まれている。 それぞれのアイコンの意味は検索表及 

び日英対応用語集を参照して頂きたい。 

植物によっては，葉辺の形や葉脈などの要素が必ずしも種を識別するための 

キーとはならないものがあるので,それらについては省略したものもある。な 

お，複葉の場合は，葉身の形や大きさについては小葉のサイズを記載したので 

庄意して頂きたい。 

花のサイズは，開花時の花冠の直径及ひがく下端から花冠上端までの長さと 

した。 

種子のタイプは,胎生種子（viviparous seed)，半胎生種子（cryptovivi・ 

parous seed，果皮に包まれた状態で発芽した種子），普通種子（normal seed) 

に区分した。 また，ヒルギ科（Rhizophoraceae) の散布体（propagule) は， 

果実ではないが，便宜上‘‘果実’’に区分したので，カラー写真のキャプション 

には果実と記載してある。しかしながら，実際には果実でないことに充分庄意 

して頂くことかできると幸いである（第～章参照）。 

生育範聞(habitat range）は，海岸から内陸までの地盤高の変化と植生分布 

の模式図の上に，該当樹種が主として生育する範囲を図示してあるが，それ以 

外の場所に生育しないというわけではない。なお，図に記入してあるHWS 

(high water level at spring tide）は大潮の満潮線のことである。 

植物同定のキーは,類似種を判別するための特徴をまとめて示したものであ 

る。近縁種及び類似種とは，近縁種や花や実か無い場合に見分けるのが難しい 

植物を示したか,字数の都合上,一部省略したものもある。また，主要樹種の 

分布範囲をわかりやすく図示するために，Tomlinson （前出） を参考に，分布 

範囲を経度15度単位で示した。 

した。

各植物の樹高あるいは草高, 各部分の形態並ひにサイズはバリ島, ロンボク

島で観察されたものである。したがって, それ以外の地域では, 個体変異, 特

に樹高や草高には大きな差があるので, そのことを念頭に入れて使用して頂き

たい。なお, 参考までにタイやその他の地域での最大樹高を Aksomkoae

(1992) や WIghtman(1989) に基づきかっこ書きで示した。

キーアイコン (key icon として, 植物の同定のキーとなる特徴を小 さなイ

ラストで示し, 検索表及び各樹種のページに使用した。キーアイコンは, 原則

として分類学上の特徴区分に従っているが, 現場で役に立つであろういくつか

の特徴をまとめたものも含まれている。それぞれのアイコンの意味は検索表及

び日英対応用語集を参照して頂きたい。

植物によっては,業辺の形や葉脈などの要素が必ずしも種を識別するための

キーとはならないものがあるので, それらについては省略したものもある。な

お, 複葉の場合は, 葉身の形や大きさについては小葉のサイズを記載したので

注意して頂きたい。

花のサイズは,開花時の花冠の直径及びがく下端から花冠上端までの長さと

した。

種子の タイプは, 胎生種子 (vlvlparous sced), 半胎生種子 (cryptov・vr

parousseed, 果皮に包 まれた状態で発芽 した種子 ), 普通種子 (normalseed)

に区分 した。また , ヒルギ科 (Rh・zophoraceae) の散布体 (propagule) は,

果実ではないが , 便宜上 "果実 " に区分 したので, カラー写真のキャプション

には果実と記載してある。しかしなから,実際には果実でないことに充分任意

して頂くことかできると幸いである (第□章参照)。

生育範掛1(habitat range) は,海岸から内陸までの地盤高の変化と植生分布

の模式図の上に,該当樹種が主として生育する範囲を図示してあるが,それ以

外の場所に生育 しないというわけではない。なお, 図に記入 してある HWS

(hlgh water level at spr・ngt・de) は大潮の満潮線のことである。

植物同定のキーは, 類似種を判別するための特徴をまとめて示したものであ

る。近縁種及び類似種とは,近縁種や花や突か無い場合に見分けるのが難しい

植物を示したが, 字数の都合上, 一部省略したものもある。また, 主要樹種の

分布範囲をわかりやすく図示するために,Toml ・nson( 前出) を参考に, 分布

範囲を経度 15度単位で示した。
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主要なマンクローブの検索表はインドネシアに分布するmajor compo-

nents （主要な構成種）およびminor components（副次的な構成種）を中心に 

作成したが，インドネシア以外でも大いに活用できるので，現場にでかけた時 

には大いに役立てて頂きたい。 

特徴的な果実,胎生種子のイラストを，本の見返しに掲載したので，現場で 

お役にたてて頂くことか出きると幸いである。 

参考文献 

Aksornkoae, S , Maxwell, G .S , Havanond, S and Panichsuko, S 1992 Plants m 

Mangroves Chalongrat pp 120, Co Ltd Bangkok Thailand 

Corner, E J H ,度辺清彦訳，1969，図説熱帯植物集成，廣Il唐店 

初島住彦著，1975，琉球植物誌，（追加訂正）沖縄生物教育研究会発行 

本田正次監修，山崎敬編集，1982，現代生物学大系 第7巻高等植物，中山書店発行 

熱帯植物研究会編，1993，熱帯植物要覧（第3版），養賢堂発行 

Tornlinsoo, PB , 1986 The Botany of Mangroves pp 419, Cambridge University 
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上原啓二著，1985，樹木大図説（第10刷）,有明書房発行 
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主要 なマ ングローブの検索表 はイ ン ドネ シアに分布 す る m ajor compo

nents (主要な構成種)および minorcomponents( 副次的な構成種)を中心に

作成したが, インドネシア以外でも大いに活用できるので, 現場にでかけた時

には大いに役立てて頂きたい。

特徴的な果実, 胎生種子のイラストを, 本の見返しに掲載したので, 現場で

お役にたてて頂くことか山きると幸いである。
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主要なマングローブの検索表（樹形,地上根I 果実） 

Key matrix to species 

(tree form, aerial roots & fruit) 

樹 形 
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．はその種に顕著にあらわれる特徴,○は生育条件によってあらわれる特徴である。 

キーアイコンで示された各特徴のカテゴりーは，原則として分類学上の区分に従っているが， 

便宜上いくつかのカテゴリーをまとめたものが含まれている。 
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主要なマングローブの検索表 (樹形 , 地上根 , 果実)

Keymatnxtospecles
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Pemp 乃is odd" ′- ズガンピ O ・
Xy わ c"rP"sgr""" 加川

Xy′o加平 "$ 蹴り‘"cce〃sis

Xy′oc"rpi‘sril川P粥‘

ホウガンヒルギ

ニ リスホウガン

ザイロカルプス ルンフィ

・
・
・
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月収 icems"o ′′〆"用

ツノヤブコウジ

アエギセラス フロリドゥム

O
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・
O

〇sbo′“由りdodo 刀加 オスボルニア ・ O
βr"g"ie′ociy"“drfcq

β′"8"i “ "〃 閉“or′"化α

βr“gme ′αPorp 飢 om

βr“g"ireαsgxq"〃g〃超

シロパナヒルギ

オヒルギ

ヒメヒルギ

ロツカクヒルギ

・
・
・
.
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Cのめ男ぷ焔go′

コヒルギ
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O
.

O
O

1
監. delio c"〃de′ ギ
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肋
鋤
紬
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オオバヒルギ

÷ふ÷▼ヒルギ

・
・
・
.

コ
コ

Y ふγ ▼ ノ

ソこ▼ソイ ・ O
so刀"emlf""! わ"

ぶり〃〃ero′iα cαseo‘"′is

マヤプシキ

ホンバマヤブシキ

・ O
● , ヨ

H能“dero""orzl “s サキシマスオウノキ ・
●はその種に顕著にあらわれる特徴,0 は生育条件によってあらわれる特徴である。
キーアイコンで示された各特徴のカテゴリーは, 原則として分類学上の区分に従っているが,

便宜上いくつかのカテゴリーをまとめたものが含まれている。
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地上根 果実 
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高木ノ低木 ここては便宜的に樹高2m以下のやふ状の形態を7下すものを低木としたが、 

生育条件により，形態が変わるものがある。 

樹種及び生育条円により，いくつかのタイプの地E根を同時に発達させるものがある。 

RUIZOPHORAしFAEフ〕胎生種子 (pユoPagU】e) は便宜的に果実として扱った。 
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ここては便宜勺に樹高2m以下のやふ状の形態を示すものを低イ、としたが、

生育条件により, 形態が変わるものがある。

樹種及び生育条件により,いくつかのタイプの地ヒ根を同時に発達させるものがある

RH工ZOPHORALFAEの胎生種子 (p・opagLI1e)は便宜的に果実として扱った。
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主要なマンクローブの検索表（菓） 

Key matrix to species (ieafl 

葉のっき方 

矛一」」一 

m
一韓si
,n
pe
 

一要班～pp
~si
te 

劃麟c
~m
p
~u
nd
 

Acms"cImm awew" ミミモチンダ 

Nypafru (scans ニッパャシ ~ ● 1 
Awcmnsa a/ba 

A "cenn加lanam 

加cennmmama 

Avicenusa offic加a/is 

ウラジロヒルギダマシ 

マルバヒルギダマシ 

ヒノレギグマシ 

マルバヒルギダマシ 

●
●
．
●
 

.
●
.
.
 Lunsnitzera lillorea 

Lu"mmera raceiflosa 

アカバナヒルギモドキ 

ヒノレギモドキ 

●
.
 

.

.
 Excoecarla agallbelsa シマシラキ 

● 「 

Pesnphis addu加 ミズガンピ . ！ ● ！ 

Xyloearpusgm」mm'’・ 

Xylocarpus nraルceensis 

xyんcarpus runsph" 

ホウガンヒルギ 

ニりスホウガン 

ザイロカルプス ルンフイ 

.

.

.
 

.
●
.
 AegI'enls cornicuんmm 

Aegicerasfioriduin 

ッノャプコウジ 

アュギセラス フロリドウム 

.

.
 

●
.
 0Sbom加 ocルdb"m オスボルニア ' I 

Bmg"iemりha dr/ca 

BragIs/era gyma orrism 

Bruguieraparvipora 

B ,I'gusrea sexangum 

シロバナヒルギ 

オヒJレギ 

ヒメヒルギ 

ロッカクヒルギ 

●
●
●
・
 

S
S

.
S
 Cer/ups decandra 

α’jcps I"ga! 

コとノレギ 

タカオコヒルギ 

.

.
 

●
・
 Kande加ca"deI メヒルギ 

Rhたop/sara upたuルm 

RIsizop/wra 加flare姉 

Rh"ophom Inucronam 

RhIこ●pboris sかルsa 

フタバナヒルギ 

ライゾフオーラ ラマJレキ 

オオバヒルギ 

ャュャマヒルギ 

S

.

.

.
 

.
S

.

.
 

Scypla叩,'Sraりdrophyllacea ウミマサキ . 
Sb"mmI而a加 

Sonneratia caseularis 

マャプシキ 

ホソパマャプシキ 

●
・
 

.

.
 HeIiI/era hI切mIls サキシマスオウノキ 

. -

長楕円形（oblong) には，広い楕円形（oval） とを含む 

鋭形（aしtite）には，鋭先形（acuminate) を含む 

のぎ形（aristate) には,微突頭形（api ciii ate) ，微突形（aucronate) を含む 

主要なマングローブの検索表 (葉)

Keymatrlxtospecies(leao

葉の )き方

豊』
単葉

SI-nplc

週
複葉

compound

-渋-
対生

OPPOS1tc

主
義

Acr りぷ"cぬ"“'"" ′e""J ミミモチソダ

~ーりαル川に4“y ニツノぐヤシ ・ ・
月Vice""‘""‘わα

Ayfce′;"f"′α"α如

月露ce〃'--"〃mrm"

Avice 〃〃mo 卵 c無雑

ウラジロヒルギダマシ

マノレバヒノレギダマシ

ヒノレギダマシ

マノレパ ヒルギダマシ

.
●
.
・

.
・
・
・

乙"用′“なer"′f"○′eo

′ ● --′ ー

アカバナヒルギモドキ

ヒたヤて ドキ

●
・

.
・

F ‐ " {′ シマシラキ . ・^ { ー̂

h ′'““ .・.
▲ ミスガンピ ・ ・
Xy′ocorP"sg ′"“"加川

xy′oc打′Pz!$刀io"‘cce〃s′s

Xy′ocorP!‘sr" 朋夢旧 i

ホウガンヒルギ

ニ リスホウガン

ザイロカルプス ルンフイ

.
・
・

i ・

・
・

月egにe′αscor"ici‘′"粥川

4egfcems “○′idm 九

ツノヤブコウジ

アエギセラス フロリドウム

・
・

.
・

〇めり"if"ododo ′1r, オスポルニア . ・
βr"g"′e′"ごγ‘Iれdr′cα

β′"8i"e′"砂川 "りr′!"z"

β川 8"ie′"p"ry 沢 om

β′"g"- だ "s‘ぼ""8"′α

シロバナヒルギ

オヒノレギ

ヒメヒノレギ

ロツカクヒルギ

・
・
.
.

土

1

1

・
・
・
・

Ce パリPぶばec"〃"′" コヒルギ

タカオコヒルギ

.

.
● ,

・{ -
Zソ J ' ▲」▲.Jー′ メヒノレギ

Rii′zo野“or""Pfc" ′"r"

R‘iizo野方or"′"′'mrc 頭′

Rみ′zoplmr" ′'-"c′oil頭 "

R1ifzo卵たりms かfos"

フタバナ ヒルギ

ライゾフオーラ ラマノレキ

オオバヒルギ

ヤエヤマヒルギ

.
・
.I
・

・
・
.
・

βcy刀力iDAO′"!弾αroDん〆'- ウミマサキ ・ ・
8の mer" “"" 捲 "

So〃〃erα"αcαseo′"“

マヤプシキ

ホンバマヤプシキ

・ ≧

・
・ 1
・ ご

月【e′"′e「"‘ー"orα‘!s サキシマスォ ウノキ . r .

長楕円形 (oblong)には, 広い楕円形 (ovaL) とを含む
鋭形 (aLute) には , 鋭先形 (acum・natp) を含む
のぎ形 (ar・state) には , 微突頭形 (aplculate), 微突形 (mUcrouaLc) を含む
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主要なマングロ一ブの検索表（花庁I 花の色） 

Key matrix to species 

(infloriscence & flower color) 

花かっく位置 

一
事
一
豊
 

『
●
h
(S

「 

Isi
 

一
糾
引
”
糾
（
 

'I
I 

腋
 AcrosijcImm awmm ミミモチシダ 

吻,afruticans ニソパャシ S 
AWcent,加aル 

Avicenniaルnam 

A vjcetillia mama 

Apicennia qり7cm a/is 

ウラジ口ヒルギダマシ 

マルパヒルギダマシ 

ヒルギダマシ 

マルバヒルギダマシ 

0
0

~
~
 

0
0

~
~
 Lunrnmem"Il',re'1 

Lu"miIzem ,memosa 

ア力バナヒルギモドキ 

ヒルギモドキ 

・ 
S 

Excoecana agallocha シマシラキ ・ 
凡mpI'むadIdu/a ミズガンピ S 
再’locarpus granaluin 

Xylocatpns inohiccensis 

Xylocarpus rutnph:i 

ホウガンヒルギ 

ニリスホウガン 

ザイロ力ルプス ルン7イ 

S
S
S
 AegIceras cortucummm 

A egicerasfioriduin 

ッノャブコウジ 

アエギセラス フロりドウム 

S
S
 Osbornia oclodonla オスポノレ＝ア S 

Bruguiera cyh"dm'1 

Brugthetagptnnorrliiga 

BruguteraparvipOtt, 

l3ruguirea sexangula 

シロパナヒルギ 

オヒルギ 

ヒメヒノレギ 

ロノ力クヒルギ 

S
S
S
S
 a ガaps decandm 

CertopsIりgd 

コヒノレギ 

タ力オコヒルギ 
S
S
 Kandelj'lc'mdeI メヒルギ 

Rhに‘Jphom "I'k“加m 

Rhi乙‘'ph'm,加n arckjj 

Rhizophwa niucronata 

RJuzoph Um Sり'losa 

7 タバナヒルギ 

ライゾフオ－ラ ラマルキ 

オオバヒルギ 

ャュャマヒノレギ 

S
S
S
S
 Sqiiph加 hora hydh'pりilacea ウミマサキ S 

&mneralja aル 

Sonmva/ia caseoルris 

マャプシキ 

ホソバマャプシキ 

S
S
 Hwjhem IjI,bmIi丁 サキシマスオウノキ 0 0 

円錯花序 （panicle) は，複総状花序（compound racorno) ，複穂 

状花序（compound spike）などの複合花序を含む。 

(4-8）は花序あたりの花の数で,(dense) は独生しているという意味。 

フィールドて見る花の色は，現場で目に付く色とその部位を示す。 
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主要なマングローブの検索表 (化庁, 花の色)

Key mahl ×toSPeCーes

&EU ““

花かつく位置

達墓前
termma ー aね'1iiry

頂生 膝生
aね'1ary

廠生
月cro諺′〆“‘用 ""′e"′" ミミモチシダ

~驚平α“ "rico“s ニソパヤシ .
月V‘ee“′1′"" 肋 "

月vice〃"!" 超 ""!"

パvice"〃;"“j"““"

duke 〃“i"明解c細説 s

ウラジロヒルギダマシ

マルバヒルギダマシ

ヒルギダマシ

マルバヒルギダマシ

0
0
0
0

0
0
0
0

乙"“'“′!zer"‘‘"orefz

乙""′〃′など′"′"Ce′“OSIZ

アカパナヒルギモドキ

ヒルギモ ドキ

・
.

n .- - ^
ンマシラキ ・

pe川野Zjiぶ"dd" ′α ミズガンピ .
xy わ c"rp"sg ′"〃"加川

又ダ′oe"rp"smo 殻に e〃sis

Xy′oc"′P",F′"“平方“

ホウガンヒルギ

ニリスホウガン

ザイロカルプス ルンフイ

・
.
・

Aeg にerosco ′′-に"′"r"粥

川egicems" ○ridl…

ツノヤプコウジ

アエギセラス フロリドゥム

・
.

Qsbor"f"ododo"!" オスポノレニア ・
上“"8"iero ごツ"“"′′c"

βr"8"ie′"gy′mm" メ--zq

βmgmemp" ′u切り報

βr"g頑だ fISに×fIng“‘α

シロバナヒルギ

オヒルギ

ヒメヒルギ

ロノカクヒルギ

・
.
・
・

Ce′′ops dec"〃"′"

Cer‘opsrα8" ′

コヒルギ

タカオコヒルギ

・
・

北口〃de′ioco 〃〆" メヒルギ

Rルizol1i′or"" 更!α′′"ro

R‘‘′z○平希o′fi‘"削 "rc態′

尺んぞzo平方β′"m"" の mr α

R!i〆加平凸oms か′osα

フタバナヒルギ

ラインフオーラ ラマノレキ

オオパヒルギ

ヤエヤマヒルギ

・
・
.
・

.・'.--」, . - -- -‐
Jr r “ ′ r r ウ ・

so"′ier"!′"" 偽 "

So" 〃e′〃11αc"seo‘"′お

マヤプシキ

ホンバマヤプシキ

・
・

〃 er〃′e′"‘′"or""; サキシマスオウノキ O O
円鉛花序 (pan・c1 は , 複総状花序 (compound raccmc) , 複穂

状花序 (compound splke) などの複合花序を含む。

(4-8)は花序あたりの花の数で ,(dense) は密生 しているとい う意味。

フィールドて見る花の色は, 現場で日に付く色とその部位を示す。
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花 序 

フイLールドで見る 
花の色 
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黄（花弁） 

黄（花弁） 

黄（花弁） 

黄（花弁） 

' 
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I 
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赤（花弁） 

白（花弁） 

」 ― . ~ . 白（花弁） 

I . 白（花弁） 
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. 

. i 
~ -
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白（花弁） 

白（花弁〕 

白（花弁） 

S
 

S
 

白（花弁） 

白（花弁） 

S 「 黄緑（専〕 

S
 

S
 

●
 

・
 

薄緑（萼） 

赤（尊） 

薄緑（専） 
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S
S
 

白～茶色（花弁） 

白～茶色（花弁） 
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赤っぽい緑（萼） 

赤っぽい緑（専） 

黄緑（尊）白（花弁） 

黄緑（萼） 白（花弁） 

S i 白（花弁） 

S
S
 

白（雄しべ）尊片〔赤） 

赤（雄しべ）黄緑（赤） 

S
 

紫（花弁） 

花 序

フイール ドで見る

花の色

鋼
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蝋燭
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集散花序 円錐花序
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酬
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.
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・ ・ 白 (花弁)

・ 白 (花弁)
.
・

i ● 1
′

〔 i

白 (花弁)
白 (花弁)
白 (花弁)

I
・

… . 白 (花弁)

白 (花弁)
・ 黄緑 (尊)

●

.

.

・ 1
E

I
亀
1

薄緑 (尊)
赤 (善)
薄緑 (尊)
黄緑 (尊)

.
・
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1. Acrostiehum aureum L. PTERIDACEAE （イノモトソウ科） 

回 
和 名ー ミミモチシタ 

区 分 副次的な構成種（minor compollents) 

草本1木本等の区別 シタ，~I5m。 

地上根 なし。 

葉 羽状葉，長さim以上，小葉30枚まで，披引形，先端のき形。 

種子タイプー胞子。 

同定のキー 若葉は赤色，小葉先端のき形。 

HWS 

備 考 河岸，真水の流入のある低塩分濃度地域に生育する。 
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1. Acrost たね“粥 α“reはm L, PTERIDACBAE( イノモ トソウ料 )

和 名 . ミミモチシタ

区 分 副次的な構成種 (mlnor components)

草本 ・木本等の区別 シダ,~15m 。

地上根 なし。

柴 羽状業, 長さ lm 以上, 小葉 30枚まで, 披金1形, 先端のぎ形。

種子 タイプ ・胞子。

同定のキー 若葉は赤色, 小葉先端のき形。

L三罵唇霊回
HWS

備 考 河岸,真水の流入のある低塩分濃度地域に生育する。
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2 Nypa fruticans Wurmb PALMAL（ヤシ科） 

サ 
r 

≠~ 

△ I 可
和 名 ニソパヤシ 

区 分 キ要な構成種(major components) 

草木,木本等の区別‘ャシ，4~9m。 

地上根 なし。 

菓 羽状葉,長さ4-9 m ，小葉披釘形,先端鋭形。 

花 一単性花，雌花は球形，雄花は尾状花序様，黄色～ォレンジ。 

種子タイプー半胎生種子。 

果 実 球状，直径-45 cm,焦茶色～赤褐色，無毛。 

樹種同定のキーーマングローブヤシとして知られ， しはしは河岸に純林を形 

成する。 

HWS 

備 考一塩分濃度の低い河岸にそってしはしば大群落を形成する。 
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2 N"P α作αtim れs Wurmb PALMA 聡 (ヤシ料 )

囲ま回避肌1四顧副
和 名 ニソパヤシ

区 分 手要な構成種 (major components)

草本 ′木本等の区別 .ヤシ,4~9m 。

地上根 ・な し。

羽状葉, 長さ 4~9m, 小葉披針形, 先端鋭形。

花 ・単ヤロヒ, 雌花は球形, 雄花は尾状花序様, 黄色~ オレンジ。

種了タイプ .半胎生種子。

果 実 球状 , 直径 ~45cm, 焦茶色 ~ 赤褐色 , 無毛。

樹種同定のキー ・マングローブヤシとして知 られ , しば しは河岸 に純林を形

成する。

都怪獣H

備 考・塩分濃度の低い河岸にそってしはしば大群落を形成する。
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3. Pandanus tectorius Parkinson PANDANACEAF（タコノキ科） 

」
ー
ー
 

和 名 シマタコノキ （アダン） 

区 分 付随的な構成種(mangrove associates) 

草本・木本等の区別‘小高木，~6m。 

地上根 支柱根（通常支柱根はわん曲しない）。 

葉 葉縁にトケあり，披引形，長さ0 5'-'2 m ，先端鋭先形。 

果 実 球状，直径20-3D cm，成熟するとオレンジ色になる，バイナップ 

ル様。 

樹種同定のキーーよく発達した支柱根，通常支柱根はわん曲しない。 

　　

3. Pα冗ααたはsz沈め r‘“s parkinson PANDANACEAE( タコノキ科 )

国囚iH可
和 名 シマタコノキ (アダン)

区 分 付随的な構成種 (mangrove assoclates)

草本 ・木本等の区別 .小高木 ,~6mo

地上根 支柱根 (通常支柱根はわん曲しない)。

葉 葉縁にトケあり, 波金f形, 長さ 05~2m, 先端鋭先形。

果 実 球状 , 直径 20~30cm, 成熟するとオ レンジ色になる, パイナップ

ル様。

樹種同定のキー .よく発達した支社根, 通常支社根はわん曲しない。
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4. Acanthus iticifollus L. ACANTHACEAE （キツネノマゴ科） 

亜 叩 A国国 
和 名ームラサキミズヒイラギ 

区 分 付随的な構成種(mangrove assocLates) 

草本・木本等の区別‘低木，~15m。 

地上根一 しはしば支柱根様の地［根を発達させる。 

菓 対生I 単菓,葉縁歯状,披釘形,長さ5'-'15 cm，先端鋭先形， トケ 

あり。 

花 序・頂生，穂状花序（~40 花），長さ10'--20 cm~ 

花 両生花，薄青色～紫色。 

種子タイプ 普通種了。 

果 実．豆状，さく果，長さ2cm，緑色～黄緑色，表面平滑，光沢あり。 

近縁種 Acanthus volubths, A ebracteatus 

その他ーマンクローフ林内の水路や陸側の縁に沿って， しばしば群落を形成 

する。 

その他 イント～ニューカレドニアに分布 
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4. ACα賜れ"s i‘gcifo“"s L.ACANTHACBAE( キツネノマゴ科 )

　　　　　　　　
和 名 .ムラサキ ミズヒイラギ

区 分 付随的な構成種 (mangrovc assoc・ateも)

草本 ・木本等の区別 ◆低木 ,~ ヱ5mo

地上根 .しばしば支社根様の地 L根を発達させる。

葉 ・対生, 単葉, 葉縁歯状, 披金}形, 長さ 5~15cm, 先端÷鋭先形, トケ

あり。

花 序 ・頂生 , 樵状化序 (~40 花 ), 長 さ 10~20cm 。

花 両生花, 薄青色~ 紫色。

種子タイプ 普通種了。

果 実 .豆状 , さく巣 , 長 さ 2cm, 緑色 ~ 黄緑色 , 表面半借, 光沢あり。

近縁 種 Ac の“脳‘sひo‘"bzZzs,A 8o Qc【躍 如 s

その他 .マンクローフ林内の水路や陸側の縁に沿って, しばしば群落を形成

する。

その他 イ ント~ ニューカレドニアに分布
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5. Sesuvi urn portulacastrurn (L.) L. AIZOACEAF （ハマミズナ科） 

盛 Li の回 幸 

和 名、ミルスベリヒユ （ハマミズナ） 

区 分 付随的な構成種（mangrove assoctates) 

草本・木本等の区別 地面を覆うように這い広かる多年生草本。 

葉 対生，単葉，全縁，長楕円形～披引形，長さ2 5-7cm，先端円形， 

厚く多肉質。 

花 序 腋生，中頂花序。 

花 一両牛花，花弁は5枚で紫～赤紫色，花の直径04-OGcm~ 

種了タイプ‘普通種子。 

果 実一旦状，黒色，表面平滑。 
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5. ses" 〃‘“′れ For むごz卿 cαstmm{L.)L.AIZOACEAE( ハ マ ミズナ科 )

拳
和 名 、ミルスベ リヒユ (/・マ ミズナ)

区 分 ・付随的な構成種 (mangrove assoc・atcs)

草本・木本等の区別 地面を覆うように這い広かる多年生草本。

葉 対生 , 単葉 , 全縁 , 長楕円形 ~ 披針形 , 長 さ 25~7cm, 先端円形 ,

厚く多肉質。

花 序 廠生, 甲頂花序。

花 ・両牛化 , 花弁 は 5枚で紫 ~ 赤紫色 , 花 の直径 04~06cm 。

種了タイプ◆普通種子。

果 実・豆状, 黒色, 表面平滑。
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6, Cerbera man gluts L. APOCYNACEAE （キョウチクトウ科） 

? P ( 

叫 A 承 o 
和 名ー ミフクラギ（オキナワキョウチクトウ） 

区 分一付随的な構成種(manglove associates) 

草木・木本等の区別 小高木，'"8m, (15m)D 

地上根一なし。 

樹 皮 灰色～黒褐色，平滑。 

葉 互生，単葉，全縁，長楕円～長倒卵形，長さ～30 cm,先端鈍い鋭形。 

花 序 頂生，不規則な集散花序(8'-20 花）。 

花 一両性花，かくは5 裂し，白色～薄緑色，花弁は5 枚で，白色，花冠 

中央赤色，花の直径5~6cm~ 

種子タイプ‘普通種了。 

果 実 鶏卵状,直径5'-'-G cm，緑色～赤紫色,表面平滑,光沢あり。 

樹種同定のキー‘キョウチクトウのような葉，卵型のつるつるした実，C 

odollam の菓の先端は鋭先形,花冠中央黄色。 

近縁種 Cerbera odo 11am 
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6. Cけるemm αた夕たαs L. APOCYNAC 日AE( キ ョウチク トウ料 )

ー塾回ミ四回国圏1回1
和 名 ・ミフクラギ (オキナワキョウチクトウ)

区 分 .付随的な構成秤 (mang1ove absoclates)

草木 ・木本等の区別 小高木 ,~8m,(15m) 。

地上根 .なし。

樹 皮 灰色~ 黒褐色, 平滑。

葉 互生,単葉,全縁,長楕刊~ 長倒卵形,長さ~30cm, 先端鈍い鋭形。

花 序 頂乙ii,不規則な集散花序 (8~20 花)。

花 ・両性:花, かくは 5裂し, 白色~ 薄緑色, 花弁は 5枚で, 白色, 花冠

中央赤色 , 花の直径 5~6cm 。

種了タイプ .普通種才。

果 実 鶏卵状, 直径 5~6cm, 緑色~ 赤紫色, 表面平滑, 光沢あり。

樹種同定 のキー ・キ ョウチク トウのような葉 , 卵型のつ るつるした実 ,C

odo‘‘のれの葉の先端は鋭先形, 花冠 - 央黄色。

近縁種 Cemem odoZ卿m
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7. Calotropisgigantea (L.) Dryand. ex W .T. Aiton ASCLEPJADACEAE 

（ガガイモ科） 

国 0 y 0 の 

和 名 アコン 

区 分 付随的な構成種(mangrove associates) 

草本・木本等の区別 低木，'-2.5 m ~ 

地上根 なし。 

葉 対生，単菓，全縁，広卵形，長さ15-'25 cm，先端円形，綿毛に覆わ 

れる。 

花 序 腋生，円錐花序（10 -1 6 花）。 

花 両生花，花弁5枚，白色～紫色，花の直径4'-6cm~ 

種子タイプ 普通種了。 

果 実 さく果，魚の胃袋のような形，長さ10'- 15 cm，緑色表面しわ，綿毛 

に覆われる。成熟すると2 つに割れ，長く繊細な冠毛を持った種子 

か風により散布される。 

樹種同定のキー 乳液を出す。 
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7. Cdo 土roPis メタmite α ,)Dryand.exw.T.Aiton ASCLEPIADACBA 腰

(ガガイモ科)

　　　　　　
和 名 アコン

区 分 付随的な構成種 (mangrove assoclates)

草本 ・木本等の区別 低木 ,~2.5m 。

地上根 なし。

葉 対生 , 単葉 , 全縁 , 広卵形 , 長 さ 15~25cm, 先端円形 , 綿毛に覆わ

れる。

花 序 膝生, 円錐花序 (10~16 花)。

花 肉生花 , 花弁 5枚 , 白色 ~ 紫色 , 花の直径 4~6cm 。

種子タイプ 普通種子。

果 実 さく巣,魚の胃袋のような形,長さ 10~15cm, 緑色表面しわ,綿毛

に覆われる。成熟すると 2つに割れ, 長く繊細な冠毛を持った種子

か風により散布される。

樹種同定のキー 乳敏を出す。
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8. Fin/a ysonia maritbna Backer ex K. Heyne ASCLEPIADACEAE (ガ 

ガイモ科） 

曾 爪
 

1 

和 名 フィンレイソニア マリティマ 

区 分 付随的な構成種(mangrove associates) 

草木・木本等の区別 つる植物。 

樹 皮 緑色～茶色，平滑。 

葉 対生，単葉，全縁，楕円形～長楕円形，長さ8~13 cm，先端のぎ形。 

花 一両生花,白色～ピンク色，花の長さ07'-'10cm~ 

種子タイプ 普通種子。 

果 実一さく果，魚の胃袋のような形，長さ7-8crn,緑色，成熟時赤っぽく 

なる。表面長軸方向にしわ，光沢あり。成熟すると2 つに割れ，長 

く繊細な冠毛を持った種子か風により散布される。 

樹種同定のキー 乳液を出す。 
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8, 好Zm α郷 o蔵α肌αritim α BackerexK.Heyne ASCL 属PIADACEAE( ガ

ガイモ科)

　　　　　　　
和 名 フィンレインニア マ リテ ィマ

区 分 付随的な構成種 (mangrove assoclaies)

草木・木本等の1ヌ別 つる植物。

樹 皮 緑色~ 茶色, 平滑。

葉 対生, 単葉,全縁,楕円形~ 長楕円形,長さ 8~13cm, 先端のぎ形。

花 ・両生花 , 白色 ~ ピンク色 , 花の長 さ 07~1ocm 。

種子タイプ .普通種子。

果 実 .さ く果 ,魚の胃袋のような形 ,長さ 7~8cm, 緑色 ,成熟時赤っぽ く

なる。表面長軸方向にしわ, 光沢あり。成熟すると 2つに割れ, 長

く繊細な冠毛を持った種子か風により散布される。

樹種同定のキー 乳液を出す。
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9 Api cennia aiba Blume AV!CBNNIACEAE （ヒルギダマシ科） 

―医 ( 刃 A 引国 
和 名・ウラジロヒルギダマシ 

区 分一主要な構成種(major components) 

草木‘木木等の区別一小高木～高木，'-lSm, (21m)~ 

地上根 通気根（鉛筆状）。 

樹 皮 灰色～黒色，サメ肌。 

葉 対生，単葉，全縁，披釘形～楕円形，長さ10'-48cm，先端鋭形，塩 

煩腺を持っ，下面銀灰色～白色。 

花 序 木端の枝に頂牛または腋生，穂状花序（10'---30 花）。 

花 両生花，がくは5裂し，黄緑色，花弁は4枚で，黄色～オレンシ色， 

雄しべ4本，花の直径04'-O.5cm~ 

秤子タイプ・半胎生種子。 

果 実 豆状，先端くちはし状， トウカラシの実を太くしたような形または 

カシューナノツの様な形態，幅15- 2 0 cm，長さ25 --40cm，果皮 

黄緑色，表面微毛に覆われる。 

樹種同定のキー バイオニア樹種，細く畏か白い菓， トウカラシを太くした 

様な形の果実。 

近縁種 Avicennia lanata, A marina, A , officinalis 

イ
7
 

HWS 

備 考一湾内，河口，河岸の泥地や乾燥地域，高塩分濃度の立地に適応する。 
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9 A 塀惚れれ如 α肋α B1ume AVICBNNIACEAE( ヒルギダマシ科 )

　 　 　　

孝i要因'回 1図i,週四
和 名 ・ウラジロヒルギダマシ

区 分 .主要 な構成種 (major components)

草木 ・本木等の区別 ・小高木 ~ 高木 ,~15m,(21m) 。

地上根 通気根 (鉛筆大)。

樹 皮 灰色~ 黒色, サメ肌。

葉 対生,単葉,全縁,披金!形~ 楕円形,長さ 10~18cm, 先端鋭形,塩

類腺を持つ, 下面銀灰色~ 白色。

花 序 木端の枝に頂′1;または膝生, 穂状イ81幸 (10~30 花)。

花 .山生花 , か くは 5裂 し, 黄緑色 , 花弁 は 4枚で , 黄色 ~ オレンシ色 ,

雄 しべ 4本 , 花の直径 04~0,5cm 。

種 -子タイプ ◆半胎生種子。

果 実 豆状, 先端くちはし状, トゥカラシの実を太くしたような形または

カ シュー ナ ソッの様 な形 態 , 幅 15~20cm, 長 さ 25~40cm, 果 皮

黄緑色,表而微毛に覆われる。

樹種同定のキー パイオニア樹種, 細く裏か白い葉, トゥカラシを太くした

様な形の果実。

近 縁 種 A 〃zce′?izm 如棚 奴 ,八 m αmm,A,o が α'zdzs

　　　　　
HWS

備 考 .湾内,河口,河岸の妃地や乾燥地域,高塩分濃度の立地に適応する。
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10 Aukennia lanata Ridley AVICENNJACEAE （ヒルギダマシ科） 

? ~国 事 囚 Ay 
一山 

ぽ 和 名 
マルバヒルギダマシ dぎ 

区 分 土要な構成種(major components) 

草本・木本等の区別一低木～小高木，~8m。 

地上根，通気根（鉛筆状）。 

樹 皮一農い茶色～黒色，サメ肌。 

葉 対生，単菓，全縁，楕円形，長さ5'-'9cm,先端円形～鋭形，塩類腺 

を持っ，下面黄白色で微毛あり。 

花 序 末端の枝に頂生または腋生，穂状花序（8-14 花）。 

花 両生花，かくは5裂し,黄緑色,花弁は4枚で,黄色～オレンジ色, 

雄しぺ4 本，花の直径0 4 '-' 0 5 cm~ 

種子タイプ 半胎生種子。 

果 実 豆状，先端短いくちばし状突起，幅1 5'-'2 0 cm,長さ」5 -'2 Scm, 

果皮黄緑色，表面微毛に覆われる。 

樹種同定のキー バィォニア樹種，葉の下面は黄白色で微毛に覆われる0 

近緑種一Avicenma a/ba,A marina, A ofjicnnalis 

HWS 

備 考 湾内，河口，河岸の泥地や乾燥地域，高塩分濃度の立地に適応する。 
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1O A 明ceれ川α‘α〃α加 Ridley AVICENNIACEAE( ヒルギダマシ料 )

- - ー1

　回国幽艶園四四醐
際 ;妾端 麗。-,。。回 国
草本・木本等の区別 .低ネ~ 小高木,~8mo

地上根 .通気根 (鉛筆状)。

樹 皮 ・濃い茶色 ~ 黒色 , サメ肌。

業 対生, 単葉,全縁,楕円形,長さ 5~9cm, 先端円形~ 鋭形,塩類腺

を持つ, 下面黄白色で徴毛あり。

花 序 .末端の枝に頂生または廠生, 櫨状花序 (8~14 花)。

花 両生花, かくは 5裂し,黄緑色,花弁は 4枚で,黄色~ オレンジ色,

雄 しべ 4本 , 花の直径 04~05cm 。

種子タイプ ,半胎生種子。

果 実 豆状 , 先端短い くちば し状突起 , 幅 15~20cm, 長 さ 15~25Lm,

果皮黄緑色,表面徴毛に覆われる。

樹秤同定のキー パイオニア樹種, 葉の下面は黄白色で徴毛に覆われる。

近 縁 種 ・A 〃にβ““;" 煽り",A m α“m,A o那 c躍の zs

醗酵割
　　　　　

HWS

備 考 湾内,利口,河岸の泥地や乾燥地域,高塩分濃度の、Z地に適応する。
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11 Avicennia marina (Forskー）Vierh AVJCENNIACEAE（ヒルギダマシ 

科） 

?~ 

亜 J血 40 
L . 囚 △ 

和 名 ヒルギダマシ 

区 分 主要な構成種(major components) 

草木・木本等の区別 低木～小高木，'--12m, (18m)~ 

地上根一通気根（鉛筆状）。 

樹 皮一灰色,なめらか，緑色のまだらにはける。 

葉 対4，単葉，全縁，楕円形,長さ5'-lO cm，先端鋭形～円形，塩類 

腺を持っ，下面白色～灰白色。 

花 序 末端の枝に頂牛または腋4，圧縮された穂状花序（8'-'14 花）。 

花 かくは5裂し,黄緑色，花弁は4枚で，黄色～オレンシ色，排しぺ 

4 木，花の直径04'-05cm~ 

種子タイプー半胎生種子。 

果 実 豆状，先端球形～短いくちはし状突起，幅I 5-20cm，長さ1 5 -

2 5cm,果皮緑色，内部緑色～赤褐色，表面微毛に覆われる。 

樹種同定のキー パイオニア樹種，緑の旦のような果実。 

近縁種 A vzcennla atba,A 気nate,AofJicmatis 

の I 国 

HWS 

図 

備 考一湾内，河口，河岸の泥地や乾燥地域，高塩分濃度の立地に適応する。 
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11 A 〆 ce元“るα m α““α (Forsk,)Vierh

科)

AVICENNIACEAE( ヒルギダマシ

園回劇団1園凋回1四則
　　　　 　　　　　 　
草木 ・木本等の区別 低木 ~ 小高木 ,~12m,(18m) 。

地仁根・通気根 (鉛筆状)。

樹 皮 .灰色, なめらか, 緑色のまだらにはける。

業 ・対 4, 単葉 , 全縁 , 楕円形 , 長さ 5~1ocm, 先端鋭形 ~ 円形 , 塩類

腺を持つ, 下面白色~ 灰白色。

花 序 末端の枝に頂牛または蔽生,圧縮された穂状花序 (8~14花)。

花 かくは 5裂し, 黄緑色, 花弁は 4枚で, 黄色~ オレンシ色, 雄しべ

4本 , 花の直径 04~05cm 。

種子タイプ .車胎生種子。

果 実 豆状 , 先端球形 ~ 短 いくちばし状突起 , 幅 15~20cm, 長 さ 15~

25cm, 果皮緑色, 内部緑色~ 赤褐色, 表面微毛に覆われる。

樹種同定のキー パイオニア樹種, 緑の豆のような果実。

近縁 種 A 似cg?271弼 αのα,A 卿 IQね ,A o窺 cm" ねs

　　　　　　
HWS

備 考・湾内,河[1,河岸の泥地や乾燥地域,高塩分濃度のウ地に適応する。
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12 Avicennia officinatis L. AVICENNIACEAE （ヒルギダマシ科） 

耆 車 の 0 P ゾ 
1 

マ （
助
上
 

和 名ーマルパヒルギダマシ 

区 分一主要な構成種(major components) 

草本・木本等の区別 小高木，'-'12m, (1Gm)~ 

地L根 通気根（鉛筆状）。 

樹 皮 灰色～茶色，なめらか，皮目あり。 

葉 ・対生，単葉，全縁，倒卵形～楕円形，長さ8-il cm，先端円形，塩 

類腺を持っ，下面白色～灰緑色。 

花 序・末端の枝に頂生または腋生，穂状花序（7-b0花），頭状花序様。 

花 かくは5裂し，黄緑色，花弁は4枚で，黄色～オレンシ色，雄しべ 

4本，花の直径10-15cm~ 

種子タイプ 半胎生種子。 

果 実．豆状，ハート型，短いくちはし状突起，幅15-2 0cm，長さ1 5-2 5 

cm，果皮黄緑色，内部暗緑色～赤褐色，表面しわあり，濃い微毛に 

覆われる。 

樹種同定のキー パィォニア樹種，緑の豆のような果実，花は，同属の近縁 

種に比へ明らかに大きい。 

近縁種 Avicennia lanata, A . marina, A aiha 

HWS 

備 考一湾内，河ロ，河岸の泥地や乾燥地域。 

12 Aりice冗れ無 o頒ciれ飼お L.AVICBNNIACBAE( ヒルギダマシ科 )

和 名 ・マルバ ヒルギダマシ

区 分 .主要な構成種 (major componcnts)

草本 ・木本等の区別 小高小 ,~12m,(16m) 。

地鯖艮 通気根 (鉛筆状)。

樹 皮 灰色~ 茶色, なめらか, 皮 H あり。

葉 ・対生 , 単葉 , 全緑 , 倒卵形 ~ 楕円形 , 長 さ 8~11om, 先端円形 , 塩

類腺を持つ, 下面白色~ 灰緑色。

花 序・末端の枝に頂生または舷生, 棟状化序 (7~10 花), 頭状花序様。

花 ,か くは 5裂 し, 黄緑色 , 花弁 は 4枚で , 黄色 ~ オレンジ色 , 雄 しべ

4本 , 化の直径 10~15cm 。

種了タイプ 半胎生種子。

果 実 .豆状 ,ハー ト堰 ,短い くちはし状突起 ,幅 15~20cm, 長さ 15~25

cm, 果皮黄緑色, 内部暗緑色~ 赤褐色, 表面しわあり, 濃い徴毛に

覆われる。

樹種同定のキー パイオニア樹種, 緑の豆のような果実, 花は, 同属の近縁

種に比べ明らかに大きい。

近 縁 種 A 秘 c87277m ‘mm ね ,A. “2αmm,A α妙 α

洲常州
　　　　　HWS

備 考 ・湾内, 河口, 河岸の泥地や乾燥地域。



94 

13 Lumnitzera Uttorea (Jack) Voigt COMI3RETACEAE（シクンシ科） 

? 夫 山」血 マ 軒 P の グ） 国 
和 名 アカバナヒルギモトキ 

区 分 主要な構成種（major components) 

草本・木本等の区別 小高木，'-'tOm, (30m)~ 

地上根 小板根,通気根（膝根様）， しはしば地上根なし。 

樹 皮 灰色～焦茶色，幹方向に亀裂，老木で顕著。 

菓 一互生，単葉，全縁，倒卵形，長さ4-'7cm，先端円形～凹形, L面下 

面の区別かつきにくい（等面葉）。 

花 序 頂生，穂状花序（7'- 10 花），花柄長さ2'--3cm~ 

花 かくは5裂し，緑色，花弁は5枚で，赤色，雄しへ10本以ト，花の 

直径05'--'07cm, 花の長さ1.6'-' 18 cm, 雄しべは花弁より突出す 

る。 

種子タイプー普通種了。 

果 実一とっくり（花瓶）型，長さ20-25cm，黄緑色，表面平滑，光沢あ 

り。 コルク質，水流により散布される。 

樹種同定のキー 花は赤色（L. racernosa は白色），葉は0 octodon記に比べ 

て厚い。 

近縁種，類似樹種一Lumnitzera racemosa, Osbornia octodanta 

分 布一東アフリカ，インドシナ， フィジー， トンガ，オーストラリア 

HWS 

備 考 真水の流入がある河口の河岸や陸側の周縁部に生育する。 

　　

13 乙“m 形 tzerα Zittoreα (Jack)Voigt COMBRETACEAE( シクンシ料 )

◎
上 ▲ 山四囲圏回国圏

和 名 ・アカバナヒルギモ ドキ

区 分 ,主要な構成種 (major components)

草本 ・木本等の区別 小高木 ,~1om,(30m) 。

地上根 小板根,通気根 (膝根株), しはしば地上根なし。

樹 皮 灰色~ 焦茶色, 幹方向に亀裂, 老木で顕著。

東 .互生 , 単葉 , 全縁 , 倒卵形 , 長 さ 4~7cm, 先端円形 ~ 凹形 ,L 面下

面の区別かつきにくい (等面葉)。

化 序 頂生, 穂状花序 (7~10 花), 花柄長さ 2~3cm 。

花 かくは 5製し,緑色,花弁は 5枚で,赤色, 雄しへ 10本以ト, 花の

直径 05~07cm, 化の長 さ 1,6~18cm, 雄 しべは花弁 より突出す

る。

種子タイプ・普通種了。

果 実 .とっくり (花瓶) 型, 長さ 20~25cm, 黄緑色, 表面平滑, 光沢あ

り。コルク質, 水流により散布される。

樹種同定のキー 花 は赤色 (L.mcemos αは白色 ), 巣 は o ocfo加川αに比べ

て厚い。

近 縁 種 , 類 似樹 種 .Lz‘''2m【28 αγαcの'20期 ,osbo γ“賜 oczod αれ郷

分 布 .東 ア フ リカ , イ ン ドシナ , フ ィジー , トンガ , オ ー ス トラ リア

常州竪獣、1.

備 考 真水の流入がある河口の河岸や陸側の周縁部に生育する。
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14. Lumnitzera racemosa Wilid. COMBRETACEAE （シクンシ科） 

~「 亜 [1 $1 の1 m 「I 
和 名 ヒルキモトキ （シロバナヒルギモトキ） 

区 分 -1」要な構成種（major components) 

草本・木本等の区別一低木～小高木, -5m , (25m)~ 

地上根 なし。 

樹 皮 灰色，幹方向に亀裂,老木で顕著。 

葉 互生，単葉，全縁,倒卵形，長さ3'-7cm，先端円形～凹形,上面ド 

面の区別かっきにくい（等面葉）。 

花 序 腋生，穂状花序(7'-.'l0 花），花柄長さ2-3 cm~ 

花 がくは5裂し，緑色，花弁は5枚で，白色，雄しべ10 本以下，花の 

直径0.4'-OScm, 花の長さ0 7'--0.8cm，雄しぺは花弁とほぼ同じ長 

さ。 

種子タイプ 普通種子。 

果 実 とっくり（花瓶）型，直径04-05cm，長さ10' 15cm，黄緑色， 

表面平滑，光iNあり，コルク質，水流により散布される。 

樹種同定のキーー花は白色alitlorea は赤色），葉は0 octodonta に比へて 

厚い。 

近縁種，類似樹種 Lwnnitzera littorea, Osbornia octodanta 

HWS 

備 考．陸側の周縁部，比較的低塩分濃度の泥地に！I育。 

　　

14. L“mれizze加 川 ce班osα Willd. COMBRETACEAE( シクンシ科 )

や 1回回避重四回回1園
和 名 ヒルキモトキ (シロバナヒルギモドキ)

区 分 子要な構成種 (major componcnts)

草本 ・木本等の区別 .低木 ~ 小高木 ,~5m,(25m) 。

地上根 なし。

樹 皮 灰色, 幹方向に亀裂, 老小で顕著。

葉 互生,単葉,全縁,倒卵形,長さ 3~7cm, 先端円形~ 更け杉,上面 ド

面の区別がつきにくい (等面葉)。

花 序 肢生, 穂状花序 (7~10 花), 花柄長さ 2~3cm 。

花 がくは 5裂し,緑色,花弁は 5枚で, 白色,雄しべ 10本以下, 花の

直径 0.4~05cm, 花の長さ 07~0.8cm, 雄 しべは花弁 とほぼ同 じ長

さ 。

種子タイプ 普通種子。

果 実 とっくり (花瓶 ) 型 , 直径 04~05cm, 長 さ 10~15cm, 黄緑色 ,

表面平滑, 光沢あり, コルク質, 水流により散布される。

樹種同定のキー .花は白色 (L‘zzfo〆m は赤色 ), 葉 は 0 0αodの“αに比べて

厚い。

近縁 種 , 類 似樹 種 .Lm “'2zzzem 腐すorβα,os わoγ“粥 odod の z銀

洲犠鳩t ^

備 考 .陸側の周縁部,比較的低塩分濃度の泥地に生育。
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15. Terminal/a catappa L. COMBRETACEAE （シクンシ科） 

I の p 軒 
' 

Amy 
「
⑨
上
 

和 名ーモモタマナ （コバテイシ） 

区 分一付随的な構成種（mangrove associates) 

草木・木本等の区別 小高木～高木，~I2m。 

地上根,なし。 

樹 皮・灰色，平滑。 

葉 一互生，単菓，全縁，倒卵形，長さ～30cm,先端円形，乾期落菓する。 

花 序 頂生，穂状花序，長さ5'-'7cm~ 

花 かくは緑色，花弁は白色，花の直径0 3 cm~ 

種子タイプー普通種子。 

果 実・アーモンド型，板状の縁，長さ4-5cm,幅2'-'3 cm，緑色～赤紫1 

表面平滑，光沢あり，可食，水流により散布される。 
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15. 7Term無餌郷 cα如PPα L. COMBRETACEAE( シクンシ科 )

　　
一-- 四回四回1四

和 名 ・モモタマナ (コバテイシ)

区 分 .付随的な構成種 (mangrove assoclates)

草木 ・木本等の区別 小高木~ 高木,~12m 。

地上根 .なし。

樹 皮 .灰色 , 平滑。

葉 .互生 ,単葉 ,全縁 ,倒卵形 ,長 さ~30cm, 先端円形 , 乾期落葉する。

花 序 頂生 , 穂状花庁 , 長 さ 5~7cm 。

花 かくは緑色, 花弁は白色, 花の直径 03cm 。

種子タイプ .普通種子。

果 実 ・ア ー モ ン ド型 , 板 状 の縁 , 長 さ 4~5cm, 幅 2~3cm, 緑 色 ~ 赤 紫 ,

表面平滑, 光沢あり, 可食, 水流により散布される。
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16. 加omoea pes-caprae LJSweet CONVOLVULACEAE （ヒルガオ科） 

雪 軒 m 幸 ⑨ 
和 名 グンハイヒルガオ 

区 分 付随的な構成種（mangrove associates) 

草本・木本等の区別，草木性のツル植物，飼匐する。 

地上根．なし。 

菓 互生，単葉，全縁，山羊の足跡や軍配の形に似る。 

花 序一両生花，腋生，単頂花序。 

花 一漏斗状花冠， ピンク色，花の直径10 cm~ 

種子タイプ 普通種子。 

果 実‘球形，さく果，直径1'-'2cm，茶褐色，表面革様。 

近縁種一ゆornoea aquatica, I, reptans, I gracWs 
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16, 如 omoe αpes-cαP地引 L.)Sweet CONVOLVULACEAE( ヒルガオ科 )

　　　　　　　　
和 名 グンハイヒルガオ

区 分 付随的な構成種 (mangrove assoclates)

草本・木本等の区別 .苧木牡のツル植物, 雨旬する。

地上根 .な し。

葉 ・互生, 申葉, 全縁, 山羊の足跡や軍配の形に似る。

花 序 .両生花, 肢生, 申頂花庁。

花 .帰斗状花冠 , ピンク色 , 花の直径 1ocm 。

種子タイプ 普通種子。

果 実 ・球形 , さく果 , 直径 1~2cm, 茶褐色 , 表面革様。

近 縁 種 .ゆ o“208α鱒 “頭 zm, ヱ rep如?zs,′ gm α‘な
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17. Excoecaria agallocha L. EUPHORBIACEAE （トウダイグサ科） 

国 0 ' 亜 11
ー
 

-

 

（
⑩
“
上
 

和 名 シマシラキ 

区 分 副次的な構成種(mmor components) 

草本・木本等の区別 低木～小高木，'-15 m ~ 

地I-根 なし。 

樹 皮 灰色，亀裂,皮目あり。 

葉 互生，単葉，全縁あるいは鈍頭きょ歯，楕円形，長さG'-'9cm，先端 

鋭形，葉柄2cm，付け根に腺（2-4 個），乾期落葉する。 

花 序一雌雄異花，肢生,穂状花序（尾状花序），雄花序長さ3'-'7cm,雌花 

序は雄花序より短い。 

花 単性花，かくは黄緑色，花弁は3枚で，白色，雄しべ3本，花の直 

径0.2 -'03cm, 

種子タイプ 普通種子。 

果 実‘球形,分離果（3裂），直径0.7 cm，緑色～黄緑色，表面革状。 

樹種同定のキーー乳液を出す。 

その他．乾期に落葉することか多い。 

HWS 

備 考一陸側，地盤高の高い場所に生育する。 
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17. Excoe 餌 r紅 α9餌 Zocねα L. BUPHORBIACEAE( トウダイグサ科 )

国回四囲属国1則
和 名 シマシラキ

区 分 副次的な構成種 (m・nor components)

草本 .木本等の区別 低木~ 小高木,~15mo

地 L根 なし。

樹 皮 灰色, 亀裂, 皮目あり。

葉 互生,単葉,全縁あるいは鈍頭きょ歯,楕円形,長さ 6~9om, 先端

鏡形, 葉柄 2cm, 付け根に腺 (2-4個), 乾期落葉する。

花 序・雌雄異花, 敵生, 櫨状花序 (尾状花序), 雄花序長さ 3~7cm, 雌花

庁は雄花序より短い。

花 単性花, かくは黄緑色, 花弁は 3枚で, 白色, 雄しべ 3本, 花の直

径 0.2~03cm 。

種子タイプ 普通種子。

果 実 ・球形 , 分離巣 (3製 ), 直径 0.70m, 緑色 ~ 黄緑色 , 表面革状。

樹種同定のキー .乳液を出す。

その他 .乾期に落葉することが多い。

鱒雪E兼

1三罵瞬ヨ回
備 考 .陸側, 地盤高の高い場所に生育する。
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18. Scaevola taccada (Gaertn.) Roxb. GOODENIACEAE （クサトベラ科） 

亜り ? マ 糾 P の 承 

和 名ークサトベラ 

草本・木本等の区別‘低木，-'3m~ 

葉 互生，単葉，全縁，倒卵形，長さ20'-'25 cm，先端円形，多肉質。 

花 序，腋生，集散花序。 

花 ・両性花，花弁は5枚，下方向のみに展開，白色,内側に紫色の筋。 

種子タイプ，普通種子。 

果 実 球状，直径2-'4cm，緑色～黄緑色，成熟時白色，表面平滑。 

分 布 砂地なと掛水のよいところ，マレー半島～ハワイ。 

99

18. Scαeりo卿 tαccααα(Gaertn.)Roxb.GOODENIACEAE( クサ トベラ料 )

?四影
和 名 ・クサ トベラ

草本 ・木本等の区別 .低木 ,~3m 。

葉 互生 , 単葉 , 全緑 , 倒卵形 , 長 さ 20~25cm, 先端円形 , 多肉質。

花 序 .膝生, 集散花序。

花 ・両J円:花, 花弁は 5枚, 下方向のみに展開, 白色, 内側に紫色の筋。

種子タイプ .普通種子。

果 実 球状, 直径 2~4cm, 緑色~ 黄緑色, 成熟時白色, 表面平滑。

分 布 ,砂地なと制水のよいところ, マレー半島 ~ ハ ワイ。
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19. Caiophyllurn inophyllum L. GUTTIFERAL （オトギリソウ科） 

申 の ゾ
 

和 名 テリハホク（ヤラホ） 

区 分一付随的な構成種（mangrove associates) 

草本・木本等の区別 小高木，-'12m, (30m)~ 

樹 皮 灰色，亀裂あり。 

葉 対生，単菓，全縁，楕円形～長楕円形，長さ12 -- 16 cm，先端円形， 

側脈平行。 

花 序，腋生，総状花序（5'- 15 花），長さ～15 cm~ 

花 両性花，花披片は8(-13）枚で白色，雄しへ多数，黄色，花の直径 

2'-3cm,尤香あり。 

種子タイプー普通種子。 

果 実ーピンポン球をやや小さくしたような球状，直径2-3cm，緑色，表 

面平滑。 

樹種同定のキー 細かい平行な葉脈，白色～黄色の乳液を出す。 

　　　

19. CαZo駆る諺 Z“〃ばれ呼ん〃“"m L.GUTTIFERAE( オ トギ リソウ料 )

影図1四国墓園
和 名 テリハホク (ヤラホ)

区 分 .付随的な構成種 (mangrove assoclates)

草本 ・木本等の区別 小高木 ,~12m,(30m) 。

樹 皮・灰色, 亀裂あり。

業 対生 , 単葉 , 全線 , 楕円形 ~ 長楕 円形 , 長 さ 12~16cm, 先端円形 ,

側脈平ネJ。

花 ′字 .膝生 , 総状花序 (5~15 花 ), 長さ ~15cm 。

花 両社花,花波片は 8(~13) 枚で白色,雄しヘ多数,黄色,花の直径

2~3cm, 芳 香 あ り。

種子タイプ .普通種子。

果 実 .ピンポン球をやや小さくしたような球状, 直径 2~3cm, 緑色, 表

面平滑。

樹種同定のキー 細かい平行な葉脈, 白色~ 黄色の乳肢を出す。
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20. Barringlonia asiatica (LJKurz LECYTHLDACEAE（サガリバナ科） 

乎 夫 軒 p の H . 
和 名 コパンノアシ 

区 分一付随的な構成種（man g丁ove associates) 

草本・木本等の区別 小高木，'-'1Gm, (2Gm)~ 

樹 皮 灰色～茶色，厚く荒い肌。 

葉 一互生，単葉，全縁，倒卵形，長さ30'-40 CIII，先端円形，無柄，多肉 

質。 

花 序一頂生，総状花序“'-8 (D。 

花 ・両性花，かくは2 --'3 裂し，黄緑色，雄しべ多数，糸状，白色～ピン 

ク色,花の直径～10cm，夜間開花し,朝には花糸か落下する。 

種子タイプ 普通種子。 

果 実 4 角錐様（碁盤の足様），直径10-15 cm，黄緑色～褐色，表面平滑, 

内部コルク状，水に浮かんて散布される。 

近縁種 Barrzngtonia incemosa 

　　　

20. βαrriルタtom ααsぬ tim(L.)Kurz LECYTHIDACEAB( サガ リバナ科 )

　　　　　　　　　
和 名 コバ ンノアシ

区 分 ・付随的な構成種 (mangrove assoclates)

草本 ・木本等の区別 小高木 ,~1om,(20m) 。

樹 皮 灰色 ~ 茶色, 厚く荒い肌。

葉 .互生 , 単葉 , 全縁 , 倒卵形 , 長 さ 30~40cm, 先端円形 , 無柄 , 多肉

質。

花 序 .頂生, 総ギ大化序 (4~8 花)。

花 ・両性花 , か くは 2~3 裂 し, 黄緑色 , 雄 しべ多数 , 糸状 , 白色 ~ ピン

ク色, 花の直径~1ocm, 夜間闇化し, 朝には花糸か落下する。

種子タイプ 普通種子。

果 実 4角錐様 (碁盤の足様),直径 10~15em, 黄緑色~ 褐色,表面平滑,

内部コルク状, 水に浮かんて散布される。

近縁 種 βα“ ;〃gfomq?uc のフm 縦
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21 Barrinytonia racemosa (L.) Spreng. 

ナ科） 

? , 

LHCYTIIIDACEAE （サガリバ 

A
 

ノ
g
 P 田

 和 名 サガリバナ 

区 分 付随的な構成種(mangrove associates) 

草本・木本等の区別 小高木，~1om。 

樹 皮 灰色～茶色，荒い肌。 

葉 互生，単葉，きょ歯，倒卵形～披針形，長さ20'--30 cm，先端円形， 

多肉質，葉柄1 cm, 

花 序一頂生または腋牛，総状花序，長さ40'-50 cm,垂下する。 

花 両性花，かくは4裂し，黄緑色，雄しべ多数,糸状，白色～ピンク 

色，花の直径～2cm，夜間開花し，朝には花糸は落下する。 

種子タイプー普通種子。 

果 実 紡錘形（4 稜または溝），黄緑色，表面平滑，内部コルク状。 

近縁種 Barrzngtonza astatica 

　　　

21 βαrr顔9Zoれ加 地 cemos α (L.)Spreng. LECYTHIDACEAE( サガ リパ

ナ科)

　　　　　　　
和 名 ・サガ リバナ

区 分 ィ・“随的な構成種 (mangrove aもsoclates)

草本 ・木本等の区別 小高木 ,~1om 。

樹 皮 灰色~ 茶色, 荒い肌。

葉 互生 , 単葉 , きょ歯 , 倒卵形 ~ 披針形 , 長 さ 20~30cm, 先端円形 ,

多肉質 , 葉柄 lcm 。

化 序 .頂生または月夜4, 総状花序, 長さ 40~50cm, 垂下する。

花 ・両性花 , か くは 4裂 し, 黄緑色 , 雄 しべ多数 , 糸状 , 白色 ~ ピンク

色, 花の直径~2cm, 夜間開花し, 朝には花糸は落下する。

種子タイプ・普通種子。

果 実 紡錘形 (4稜または溝), 黄緑色, 表面平膚, 内部コルク状。

近 縁 種 βの mzg 幻粥ααsZQZZCα
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22. Caesaipinia bondue (L.) Roxb. LEGUMINOSAE (マメ科) 

図I 回の 本 H 
和 名ーカェサルピニア ホンドウク 

区 分，副次的な構成種（minor components) 

草本・木本等の区別 ッル植物。 

葉 対生，2回羽状複葉I 長さ～im，小葉全縁，楕円形，左右非対称， 

長さ2-4cm,先端のぎ形。 

花 序 腋生，総状花序，長さ～50 cm~ 

花 単性花，黄色に赤い縞模様あり，雄しべ10 本。 

種子タイプ，普通種子。 

果 実一莢状，楕円形，緑色～褐色，長さ6-9cm，幅6'-9cm，鉤状の棘に 

おおわれる。莢内に卵形で灰色の種子1'-'2 個。海流によって散布さ 

れる。 

近縁種 Caesaゆinta citsia 

樹種同定のキー ツルはよく発達し，茎，莢は鉤状の棟に覆われる。マンク 

U -ブ林縁部の荒れ地に繁茂する。C crzs加（ナンテンカズラ）は棘 

かない。 

　　　

22. C僻 s郷国塀α boルα“c(L.)Roxb.LEGUMINOSAE( マメ科 )

剛四励図回i剛
和 名 ・カエサル ピニア ホンドゥク

区 分 .副次的な構成種 (minor components)

草本・木本等の区別 ツル植物。

葉 対生,2 回羽状複葉, 長さ~im, 小葉仝縁,楕円形, 左右非対称,

長 さ 2~4cm, 先端のぎ形。

花 序 廠生 , 総状花序 , 長 さ~50cm 。

花 単牡花, 黄色に赤い縞模様あり, 雄しべ 10本。

種子タイプ .普通種子。

果 実 .英状 , 楕円形 ,緑色 ~ 褐色 , 長 さ 6~9cm, 幅 6~9om, 釣状の顔 に

おおわれる。英内に卵形で灰色の種子 1~2 個。海流によって散布さ

れる。

近縁種 CQe細めmm の zS奴

樹種同定のキー ツルはよく発達し, 茎, 英は釣状の糠に覆われる。マンク

ローブ林縁部の荒れ地に繁茂する。C cns銀 (ナンテンカズラ)は疎

かないo
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23 Derris trifoliata Lour. LEGUMINOSAE (マメ科) 

世序 国 
和 名ーシイノキカズラ （タイワンギョ トウ） 

区 分 付随的な構成種(mangrove associates) 

草本‘木本等の区別ーッル植物。 

葉 互生，複葉，小葉3 (,-.,5）枚，全縁，楕円形，先端鋭形。 

花 序一穂状花序，長さ～20 cm~ 

花 両性花，白色～薄ピンク色，花の長さlcm0 

種子タイプ 普通種子。 

果 実一薄い莢状，黄緑色～褐色，厚さ0 1-0 2cm，長さ3'-'4cm，表面に 

しわかある。 

24. Pon gum/a pinnata L .) Pierre LEGUMINOSAE（マメ科） 

鵬 ~軒 
I 

~ 0 
和 名 クロョナ 

区 分 付随的な構成種(mangrove associates) 

草本・木本等の区別一小高木，-15m, (25m)~ 

葉 互生，複菓，小菓5~7 枚，全縁，卵形～楕円形，長さ10-S t5 cm, 

先端鋭形。 

花 序 腋生，不規則な円錐花序,長さ20 --25 coi~ 

花 両性花，紫色，花の長さ2 cm~ 

種子タイプ 普通種子。 

果 史一莢状，楕円形，緑色～褐色，長さ4'-Gcm,莢内に種子1個。 

　　　

23 DerrZs かがoZIQ畝 Lour. LEGUMINOSAE( マメ料 )

　　　　　　　　　
和 名 ・シイノキカズラ (タイワンギ ョトウ)

区 分 付随的な構成種 (mangrove associates)

草本・木本等の区別 ・ツル植物。

菓 互生, 複葉, 小葉 3(~5) 枚, 全縁, 楕円形, 先端鋭形。

化 序 ・穂状花序 , 長 さ~20cm 。

花 両性花 , 白色 ~ 薄 ピンク色 , 花の長 さ lcm 。

種子タイプ ,普通種子。

果 実 .薄い爽状 , 黄緑色 ~ 褐色 , 厚さ 01~02cm, 長 さ 3~4cm, 表面 に

しわがある。

24. Pのる夕α“;‘αPi““αね (L.)Pierre LEGUMINOSAE( マメ科 )

週掛図四囲
和 名 クロョナ

区 分 付随的な構成種 (mangrove absoclates)

草本 ・木本等の区別 ・小高木 ,~15m,(25m) 。

業 互生 , 複葉 , 小菜 5~7 枚 , 全縁 , 卵形 ~ 楕円形 , 長 さ iQ~15cm,

先端鋭形。

花 序 臓生, 不規則な円錐花序, 長さ 20~25cm 。

花 両性花 , 紫色, 花の長 さ 2cm 。

種子タイプ 普通種子。

果 丈 ・英状 , 楕円形 , 緑色 ~ 褐色 , 長さ 4~6cm, 英内に種子 1個。
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25. Pemphis acidula J.R. Fm-st. & G. Forst. LYTHRACEAE (ミソハギ 

科） 

叫 目回困 S -J 亜
 

和 名‘ ミズガンピ 

区 分，副次的な構成種(minor components) 

草本・木本等の区別一低木～小高木，-4 m , (10 rn)~ 

」也L根．なし。 

樹 皮一明るい灰色～茶色，幹方向に亀裂，はかれ，老木で顕著。 

葉 一対生，単葉，全縁，楕円形～倒卵形，長さ1'-'3cm,先端円形～鈍い 

鋭形，多肉質，葉厚～03cm~ 

花 序 腋生，集散花序（1~4花）。 

花 一かくは12 裂し，緑色，花弁は6枚て，白色，雄しべ12 (-'18)，花 

の直径0 7-'lOcm~ 

種了タイプ 普通種子。 

果 実 蓋付きの足っきグラス様，直径03'-'0 5cm，長さ10cm,黄緑色， 

表面微毛，1個の果実中に20-30 個の非常に小さい種子を産す。 

d 

HWS 

備 考 砂浜によく見られる。 

　　　

25. Pemp ′↓Zs αciα肌α J.R.Forst.& G.ForsL. LYTHRACEAE( ミソハ ギ

　　

　　　　　　　　　
和 名 ・ミズガンピ

区 分 .副次的な構成種 (minor components)

草本 ・木本等の区別 .低木 ~ 小高木 ,~4m,(1om) 。

地 仁根 .な し,。

樹 皮・明るい灰色~ 茶色, 幹方向に亀裂, はかれ, 老木で顕著。

葉 .対生 , 単葉 ,全縁 , 楕円形 ~ 倒卵形 , 長さ 1~3cm, 先端 1 形 ~ 鈍 い

鋭形 , 多肉質 , 葉厚 ~03cm 。

花 序 廠生, 集散花序 (1~4 花)。

花 .か くは 12裂 し, 緑色 , 花弁は 6枚て , 白色 , 雄 しべ 12(~18), 花

の直 径 07~1ocm 。

種子タイプ 普通種千。

果 実 蓋付 きの足つきグラス様 , 直径 0,3~05cm, 長さ 1ocm, 黄緑色 ,

表面微毛,1 個の果実中に 20~30 個のラヒ常に小さい種子を産す。

納傷鮎、ば{

備 考 砂浜によく見られる。
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26. Hibiscus tiliaceus L. MALVACEAE （アオイ科） 

C 委囚園 軒 ' ④
上
 

和 名，オオハマボウ 

区 分一付随的な構成種（mangrove associates) 

草木‘木本等の区別 低木～小高木，'-'6 m , (15 rn)~ 

葉 ・互生，単葉，全縁,広心臓形，長さ10'--'lS cm，先端鋭形，下面白色， 

毛あり。 

花 序・脹生，単頂花序，葉脹から生ずる。 

花 一両性花，かくは5裂し，緑色，花弁は5枚で,黄色，柱頭は5裂し 

紫褐色 花の直径8~1ocm~ 

挿子タイプ 普通種子。 

果 実 さく果,球形，緑色～褐色，直径2'-'3cm, 5 つに裂開する。 

樹種同定のキーー杜頭紫褐色，5裂，葉はThespasia populnea に比べ薄く， 

幅広で短毛かある。 

類似樹種 Thespesta populnea 

26. "ibiscαs fiZ如 ce"s L. MALVAC 日AE( アオイ料 )

?回顔圏四国幸
和 名 .オオハマボウ

区 分 ・付随的な構成種 (mangrove assoclates)

草木 ・木本等の区別 ・低木 ~ 小高木 ,~6m,(15m) 。

栄 ・互生 ,単葉 ,全縁 ,広心臓形 ,長さ 10~15cm, 先端鋭形 , 下面白色 ,

毛あり。

花 序・蔽生, 単頂花序, 葉班長から生ずる。

花 .両性花, かくは 5裂し, 緑色, 花弁は 5枚で, 黄色, 杵頭は 5裂し

紫褐色 , 花の直径 8~locmo

種子タイプ 普通種子。

果 実 さく巣 , 球形 , 緑色 ~ 褐色 , 直径 2~3cm,5 つに製間する。

樹種同定のキー .*主頭紫褐色 ,5 裂 , 葉は TんgspgsmPo 霞めzeαに比べ薄 く,

幅広で鰯毛かある。

類似樹種 刀・espesm po汐叱りz郷
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27. Thespesia populnea L.) Sol ex Corr6a MALVACEAL（アオイ科） 

? マ 軒 0 A 幸 

和 名ーサキシマハマポウ 

区 分一付随的な構成種（mangrove associates) 

草木・木木等の区別 低木～小高木，~8m。 

菓 一互生，単葉,令縁，心臓形，長さI5'-'20cm, 

無毛，黄色い葉脈が顕著。 

花 序．腋生，単頂花序，葉腋から生ずる。 

花 両性花，かくはカップ状で，緑色，花弁は5枚て，黄色，柱頭は合 

着し黄色，花の直径8-dO cm~ 

種子タイプ・普通種子。 

果 実 さく果，球形，緑色～褐色，直径2-'3cm，表面平滑，不規則に割れ 

崩れる。 

樹種同定のキーー柱頭黄色，葉はH功iscus tthaceus に比ぺ厚く無毛，先端 

がより鋭線形。 

類似樹種 Hibiscus tiliaceus 

先端鋭先形，表面平滑， 

ノリア

27. 71れespes賜 POP 謬れeα (L.)SOI. e×Correa MALVACEAB( アオイ科 )

四囲図四国1
和 名 ・サキ シマハマボウ

区 分 .付随的な構成種 (mangrove associates)

草本・木本等の区別 低木~ 小高木,~8m 。

葉 .互生 , 単葉 ,全縁 ,心臓形 ,長 さ 15~20cm, 先端瀞a先形 ,表面平滑 ,

無毛, 黄色い葉脈が顕著。

化 序 .股生, 甲頂花序, 葉廠から生ずる。

花 ・両性化, かくはカップ状で, 緑色, 花弁は 5枚て, 黄色,ネ上頭は合

着 し黄色 , 花の直径 8~loom 。

種子タイプ・普通種子。

果 実 さく巣,球形,緑色~ 褐色,直径 2~3cm, 表面平滑,不規則に割れ

崩れる。

樹種同定のキー .柱頭黄色 , 葉 は "zozふ伽 s z乙‘zqcgz特 に比べ厚 く無毛 , 先端

がより鋭線形。

類 似樹 種 旦乙bzsc婚 錫 zqcg“s



28. Xyiocarpus granatum Koen. MELIACEAE （センダン科） 

警 p 0 鵬 
⑨
上
 

C 和 名ーホウカンヒルギ fべ、 

区 分 
主要な構成種（major components) 、ン 

草木‘木木等の区別一小高木（-'8 m )~ 

地上根 板根およひリポン状根。 

樹 皮一赤褐色，なめらか，樹皮は不規則にはかれその部分は緑色～黄色。 

菓 ．互生，複葉，小葉は通常2対，今縁，楕円形～倒卵形，長さ7'-'12 

cm，先端円形。 

花 序，腋LI または頂生，円錐花序（8'-20 花），長さ～6 cm~ 

花 中性花，がくは4 裂し，淡黄色～薄緑色，花弁は4枚で白色～薄緑 

色,雄しぺはチューブ状に合着し白色，花の直径10-' 12 cm~ 

種子タイプ 普通種子。 

果 実・球状，直径15'-'20cm,黄褐色～茶色，表面革様，重量1'-2kg,種 

子数6-16個，水に浮く。種子の形態から英語でパズルフルーツと 

呼はれる。 

樹種同定のキー よく発達した板根，曲かりくねったリボン状の根，大きな 

固いメロンのような黄褐色の実，葉の先端円形。 

近縁種 Xylocarpus moluccensis,Xruniphu 

HWS 

備 考一河岸，内陸側の低塩分濃度の立地を好む。 

　　　

28. X"Zoc α叩 "sgr α元α棚 m Koen.MELIACEAE( センダン料 )

園園四国璽1圏回国拳

　　　　　 　　　　　 　
草本・木本等の区別 .小高木 (~8m) 。

地上根 板根およびリボン一大根。

樹 皮・赤褐色, なめらか, 樹皮は不規則にはかれその部分は緑色~ 黄色。

葉 .互生, 複葉, 小葉は通常 2対, 全縁, 楕円形~ 倒卵形, 長さ 7~12

Cm, 先端円形。

ィと 序 .臓生または頂生, 円錐化序 (8~20 花), 長さ~6Cm 。

花 中性花, がくは 4裂し, 淡黄色~ 薄緑色, 花弁は 4枚で白色~ 薄緑

色 , 雄 しべはチューブ状に合着 し白色 , 花の直径 10~12cm 。

種子タイプ 普通種子。

果 実 ・球状 , 直径 15~20cm, 黄褐色 ~ 茶色 , 表面革様 , 重量 1~2kg, 種

子数 6~16 個 , 水 に浮 く。種子の形態か ら英語でパズルフルーツと

呼ばれる。

樹種同定のキー よく発達した板根, 曲がりくねったリボン状の根, 大きな

固いメロンのような黄褐色の実, 葉の先端円形。

近 縁 種 Xy わcαか 2‘" フ20‘2‘cc872szs,X r"?'2P/似

　　　　　　　　
HWS

備 考 .河岸,内陸側の低塩分濃度の立地を好む。
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29 Xylocarpus moluecensis (Lam.) Roem. MELIACHAE Ctンダン科) 

圏 A 0 鵬 」 
一I ＝ー 夫 

[ci 和
 

名ーニリスホウガン 

区 分 主要な構成種（major components) 

草本・木木等の区別 小高木，'-8m, (15m)~ 

地上根 小さな板根， リポン状根および通気根（小杭状）。 

樹 皮 赤褐色～黒褐色，縦力向に亀裂。 

葉 互生，複葉，小菓は通常2~3 対,全縁，楕円形～長楕円形，長さ5 

'-'9 cm，先端鋭形。 

花 序一腋生または頂生，円錐花序(10'-'35 花），長さ～6cm~ 

花 一単性花，かくは4裂し，淡黄色～黄緑色，花弁は4枚で，白色～薄 

緑色，雄しべはチューブ状に合着し白色，花の直径0 8'-' 10 cm~ 

種子タイプ，普通種子。 

果 実一球状，直径～10cm，緑色，表面革様，種子数4'-'lO 個，水に厚く。 

種子の形態から英語でパズルフルーツと呼ばれる。 

樹種同定のキー 曲かりくねったリホン状の根と小杭状の通気根，果実は 

X granatun に比べて小さく，緑色，菓の先端鋭形。 

近縁種‘Xyie cc.ゆus granatum, X rump lw.~ 

井 本樹種はX meco l-gens is と呼ばれることもある。 

HWS 

備 考 河岸，内陸側の低い塩分濃度の地域を好む。 

29 ズ郡 om 中郷 mo‘"cce′isfs(Lam,)Roem, MELIACEAE( センダン料 )

四囲四囲園回国1図
蟹簾会議 も。…--。, 圃
草本 ・木木等の区別 小高木 ,~8m,(15m) 。

地」二根 小さな板根, リボン状根および通気根 (小杭状)。

樹 皮 赤褐色~黒褐色,縦方向に亀裂。

葉 互生, 複葉, 小葉は通常 2~3 対,.全縁, 楕円形~ 長楕円形, 長さ 5

~9cm, 先端鋭形。

花 序 .廠生または頂生 , 円錐花序 (10~35 花 ), 長 さ~6cm 。

花 ・単性花, かくは 4裂し, 淡黄色~ 黄緑色, 花弁は 4枚で, 白色~ 薄

緑色 , 雄 しべはチューブ状に合着 し白色 , 花の直径 08~locm 。

種子タイプ .普通種子。

果 実 ・球状 , 直径 ~1ocm, 緑色 , 表面革様 , 種子故 4~10 個 , 水に浮 く。

種子の形態から英語でパズルフルーツと呼ばれる。

樹種同定のキー 曲かりくねったリホン状の根と小杭状の通気根, 果実は

X g若鯛 鯛銘m に比べて小さく, 緑色 , 葉の先端鋭形。

近 縁 種 .Xy に cqゆ 2‘sg γの2α顔粥 ,X mmP カヱ;。

件 本樹種 は X ?れeco'2作れ親s と呼ばれることもある。

濯げ11蔓熱、1,

　　　　　HWS

備 考 河岸, 内陸側の低い塩分濃度の地域を好む。
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30. Xylocarpus rurnphti (Kostel.) Mabb. MELIACEAE （センダン科） 

I 
C 警A 巨1 0 鵬 

－
⑨
上
 

和 名 ザイロカルプス ルンフィ （シロカルプス ルンフィ） 

区 分一主要な構成種（major components) 

草本・木木等の区別，小高木，~6m，根ぎわから複数の幹。 

地上根 なし。 

樹 皮一茶色，縦方向に細くはかれる。 

葉 互生，複葉，小菓は通常3-4対，全縁，卵形～心臓形,長さ7'-'12 

cm，先端鋭形～鋭先形。 

花 序 肢生または頂生，円錐花序，長さ～12 cm~ 

花 一単性花，かくは4 裂し，淡黄色～黄緑色，花弁は4枚で，白色～薄 

緑色，雄しべはチューブ状に合着し白色，花の直径0 8'-'l 0cm~ 

種子タイプ 普通種子。 

果 実 球状，直径～Scm，緑色，表面光沢あり，種子数4'---lO 個，水に浮 

き散布される。組合わさった種了の形態から英語でパズルフルーツ 

と呼ばれる。 

樹種同定のキー 複数の幹，地上根なし，果実はxgmnaturn に比へて小さ 

く1 緑色，小葉は通常3-4 対。 

近縁種 Xytocarpus granatuin, X inaluccensis 

HWS 

備 考 満潮水位よりやや高い位置の砂浜に生育する。 

　　　

30. ズメ ocα中“s mmp 厩 i(Kostel.)Mabb. MBLIACEAE( セ ンダン料 )

歴1調“四回国四囲図
和 名 ザイロカルプス ルンフィ (シロカルプス ル ンフィ)

区 分 .主要な構成種 (major components)

草本・本木等の区別 .小高木,~6m, 根ぎわからネ夏数の幹。

地上根 ,な し。

樹 皮 .茶色, 縦方向に細くはかれる。

葉 互生, 複葉, 小葉は通常 3~4 対, 全縁, 卵形~ 心臓形, 長さ 7~12

cm, 先端鋭形~ 鋭先形。

花 序 膝生または頂生, 円錐花序, 長さ~i2cm 。

花 ・単性花, かくは 4裂し, 淡黄色~ 黄緑色, 花弁は 4枚で, 白色~ 薄

緑色 , 雄 しべはチューブ状 に合着 し白色 , 花の直径 08~1ocm 。

種子タイプ 普通種子。

果 実 球状, 直径~8cm, 緑色, 表面光沢あり, 種子数 4~10 個, 水に浮

き散布される。組合わさった種了の形態から英語でパズルフルーツ

と呼ばれる。

樹種同定のキー 複数の幹 , 地上根 な し, 果実 は Xg 〆mm ‘2‘m に比へて小 さ

く, 緑色 , 小葉 は通常 3~4 対。

近 縁 種 Xy‘ocαめ婚 gm れα粥“ X mo ‘"cce′zszs

　　　　　　
HWS

備 考・満潮水位よりやや高い位置の砂浜に生育する。
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31 Aegiceras corniculatum (L.) Blanco MYRSINACEAE（ヤブコウジ 

科） 

? 亜 01の 

和 名ーッノヤブコウジ 

区 分一副次的な構成種（minor components) 

草木・木本等の区別 低木～小高木，"-'3m, (Sm )~ 

地上根 なし。 

樹 皮一赤褐色，なめらか。 

葉 一互生，単菓，全縁，倒卵形～楕円形，長さ5'-' 10 cm, 

形，塩類腺を持っ。 

花 序 頂生，散形花序（8 -'16 花）。 

花 かくは5裂し，緑色，花弁は5枚て，白色，花の直径0,4'-0 5cm, 

長さ05'-'OGcm,花柄～05cm，小花柄lcm, 

種子タイプ 半胎生種子。 

果 実 棒状てカーブする，直径07cm，長さ4-Scm，果皮は緑色，成熟す 

ると赤みを帯ひる，表面平滑， ト垂する（庄 瓢軸ではない）。 

樹種同定のキーー果実か総状にぶら下かる，葉はA Jloridum より大きい。 

近縁種，類似樹種一Aegzceras Jioridum, Avwennza marina, A lanata 

半 

先端円形～「川 

4 
~ 、 

HWS 

備 考一河岸，高塩分農度の立地に適応。 

31 Aegicems comic 諺鯛“肌 (L.) B1anco MYRSINACEAE( ヤブコウジ

　　

回回避掛図1凶四図-圏図1
和 名 .ツノヤブコウジ

区 分 ・副次的な構成種 (minor componcnts)

草本 ・木本等の区別 低木 ~ 小高木 ,~3m,(5m) 。

地上根 なし。

樹 皮 .赤褐色 , なめらか。

葉 ・互生 , 単葉 , 全縁 , 倒卵形 ~ 楕円形 , 長 さ 5~1ocm, 先端円形 ~「ul

形, 塩類腺を持つ。

花 序 頂生, 散形花序 (8~16 花)。

花 か くは 5裂 し, 緑色 , 花弁は 5枚て , 白色 , 化の直径 0,4~05cm,

長 さ 05~060m, 花柄 ~05cm, 小 花 柄 lcm 。

種子タイプ 半胎生種子。

果 実 ,棒状てカーブする,直径 07cm, 長 さ 4~5cm, 果皮 は緑色 ,成熟す

ると赤みを帯ひろ, 表面平滑, ト垂する (住 獅軸ではない)。

樹種同定のキー .果実か総状にぶ ら下かる, 葉 は A 月ond〃''2より大 きい。

近 縁 種 , 類 似 樹 種 .Aggzcgms 月ond 〃“2,A 侃cam 鎚α m αmm,A ‘mm 粥

　　　　　　HWS

備 考・河岸, 高塩分濃度の-立地に適応。
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32 Aegiceras 伽ridum Room. & Schult. MYRSINACEAE（ヤブコウジ 

科） 

/ mi回国 P 軒 マ （
助
上
 

和 名 アェギセラス フロリ トウム 

区 分 副次的な構成種（minor components) 

草本・木本等の区別 低木～小高木，-'5 m ロ 

地上根一なし。 

樹 皮 赤褐色，なめらか。 

菓 一互生，単葉，全縁，倒卵形，長さ3'-'6cm，先端円～凹形，塩類腺を 

持っ。 

花 序一頂生，総状花序（8-iS 花）。 

花 ‘かくは5裂し，緑色，花弁は5枚で，白色，花の長さ04cm，花柄 

'-'2 cm，小花柄05cm~ 

種子タイプー半胎生種子。 

果 実 棒状でわすかにカーブする， トウカラシ様，直径07cm，長さ2'-3 

cm，果皮は緑色，成熟すると赤みを帯びる，表面平滑， 直立する 

（注一胚軸ではない）。 

樹種同定のキー 果実下垂せず，葉，花など各部ともA corniculatum より 

小さめ。 

近縁種，A己g・icarus corn iculatum, Avicennia marina, A lanata, Osbornia 

octodonta 

HWS 

備 考 砂兵，河岸，高塩分濃度の立地に適応。 

　　　

32 4e"Zcer αs "orid“肌 Rocm.& Schult. MYRSINACEAE( ヤブコウジ

科)

回国回避1回1圏四囲顔
和 名 ・アエギセ ラス フロ リトゥム

区 分 副次的な構成種 (m・nor components)

草本・木本等の区別 ,低木~ 小高木,~5mo

地上根 .な し。

樹 皮 赤褐色, なめらか。

葉 .互生 , 単葉 , 全縁 , 倒卵形 , 長さ 3~6cm, 先端円 ~1明彦, 塩類腺を

持つ。

花 序 .頂生, 総状花序 (8~16 花)。

花 .か くは 5裂 し, 緑色 , 花弁 は 5枚で , 白色、花の長 さ 04cm, 花柄

~2cm, 小 花柄 05cm 。

種子タイプ .半胎生種子。

果 実 棒状でわすかにカーブする, トゥカラシ様 , 直径 07cm, 長さ 2~3

cm, 果皮は緑色, 成熟すると赤みを帯びる, 表面平滑, 直立する

(注 .握軸ではない)。

樹種同定のキー 果実下垂せず , 葉 , 花など各部 とも A comzc “Z解"m より

小 さめ。

近 縁 種 .AB 部 cems coγ77に“ 諺 銘m,AUZ 惚 れれ乙α “2αれ "α,A 粥“α殻 ,osbo γ?2m

湘雫製、

1三罵唇諸国,
備 考 砂浜, 河岸,高塩分濃度の立地に適応。
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33. Osbornia octodonta F. Muell. boc. cit. MYRTACEAE（フトモモ科） 

の P ゾ ⑩
上
 

和 名ーオスホルニア オクトドンタ 

区 分 副次的な構成種（minor componenis) 

草本・木本等の区別 低木～小高木，'-'5m, (Gm )~ 

地上根一なし。 

樹 皮一灰色～茶色，繊維質。 

葉 一対生，単葉，全縁，倒卵形，長さ2-Gcm，先端円形，表裏の区別か 

つきにくい。 

花 序 腋生，集散花序（1 '-3 花）。 

花 かくは円錐形で，S裂し，黄緑色，農い微毛に覆われる，花弁なし， 

雄しべ多数(-'48）で白色，花の直径0 5 cm，長さ07cm~ 

種子タイプ 普通種子。 

果 実 ふくらんだ円錐形，直径05cm，長さ07cm,果皮黄緑，表面農い 

微毛，種子1個。 

樹種同定のキー 葉はLumniたera に比べ薄くなめらか。 

類似樹種一Lunznitzer Zittorea, L racernosa, Aegzceras 加rid urn 

HWS 

備 考 高塩分農度の立地に適応。 

　　　

33. osbor 縦α ociodo れtα F.Muell.loc.cit. MYRTACEAB( フ トモモ科 )

圏1副巡歴1回剛副
和 名 .オスホルニア オク トドンタ

区 分 ・副次的な構成種 (mlnor componen ーs)

草本 ・木本等:の区別 低木 ~ 小高木 ,~5m,(6m) 。

地上根 .なし。

樹 皮 .灰色~ 茶色, 繊維質。

葉 ・対生 , 単葉 ,全縁 , 倒卵形 , 長さ 2~6cm, 先端円形 , 表裏の区別か

つ きにくい。

花 序 順生, 集散花序 (1~3 花)。

花 かくは円錐形で,8 製し, 黄緑色, 濃い徴毛に覆われる, 花弁なし,

雄 しべ多数 (~48) で白色 , 花の直径 05cm, 長さ 07cm 。

種子タイプ 普通種子。

果 実 ,ふくらんだ円錐形, 直径 05cm, 長さ 07cm, 果皮黄緑, 表面殺い

微毛, 種子 1個。

樹種同定のキー 葉は友‘mm 渚em に比べ薄くなめらか。

類 似樹 種 ・L膨mm ‘zg“ 肌餅 @α,L mce “20sα,Aegzcerm 月ond"? “

羅系鰍

　　　　　
HWS

備 考 高塩分濃度の立地に適応。
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34. Bra guiera cylindrica Blume R}JIZOPHORACEAE（ヒルギ科） 

1 ~ 
回 1 糾／ 

和 名ーシロパナヒルギ 

区 分 主要な構成種（major components) 

草本・木本等の区別 小高木,-6 in, (18 rn)~ 

地上根一膝根，小さな板根。 

樹 皮一灰色，比較的平滑。 

葉 対生，単菓，全縁，楕円形，長さS'-l6cm，先端鋭先形，菓柄15 

cm. 

花 序一腋生，集散花序（3花），花柄lcm0 

花 両性花，かくは8裂し，黄緑色，花弁は8枚で,白色，花の直径1 

cm，長さ08-'10crn~ 

種子タイプ 胎生種子。 

果 実 棒状，直径05-1.0cm，長さ10-' 15 cm,緑色～紫かかった緑色， 

表面平滑，がく片は反曲,胚軸はかく（果実）をつけたまま落下す 

る。 

樹種同定のキー 小さく白い花，胚軸はBrugutera parv&floia より太く短い， 

がく片は反曲する。 

近縁種，類似樹種 B , parrプore, B gymnorrhzza, B. sexangra, Kandelia 

candel,Rh泳功hora sかlose,R apiculam R lamar/ut 

HWs 

備 考 マングローブ林内や新しく土壌か堆積して形成された立地に群落を 

形成する。 

　　　

34. βmg αZerα c"Z加 dricα B1ume RHIZOPHORACEAB( ヒルギ科 )

国璽四四囲圏四囲園
和 名 .シロバナヒルギ

区 分 千要な構成種 (major components)

草本 ・木本等の区別 小高木 ,~6m,(18m) 。

地 -ヒ根 .膝根 , 小 さな板根。

樹 皮 .灰色, 比較的平滑。

葉 対生, 単葉, 全縁, 楕円形, 長さ 8~16cm, 先端鏡光彩, 葉柄 15

Cm 。

花 序 .殿q:, 集散花序 (3花), 花柄 ICm 。

花 肉件花, かくは 8裂し, 黄緑色, 花弁は 8枚で, 白色, 花の直径 I

Cm, 長 さ 08~locm 。

種子タイプ ,胎生種子。

果 実 棒状 , 直径 05~1,OCm, 長さ 10~15cm, 緑色 ~ 紫かか った緑色 ,

表面平滑,かく片は反曲,雁柚はかく (果実) をつけたまま落下す

る。

樹種同定のキー 小 さく白い花 ,雁軸 はβγ“gmemPQ か扉o7αより太 く短い,

がく片は反曲する。

近 縁 種 , 類 似 樹 種 β,P αγりz月om,B g)′“2れoγ“zz粥 ,B.sex の zgm,K α“dB‘zα

cαれdB乙,R 履 zoカカom " “ osα,R QPZC 粥α粥 ,R 卿 mqr 恋 z

　　　　　
HWS

備 考 マングローブ林内や新しく土壌か堆積して形成された立地に群落を

形成する。
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35, Bruguiera gyrnnorrhiza (L.) Lam. RHIZOPHORACEAE （ヒルギ科） 

, 医「 A ノ 
和 名 オヒルギ（ベニガクヒルギ） 

区 分 土要な構成種(major components) 

草本・木本等の区別一低木～高木，'-20m, (30m)~ 

地上根 膝根，板根（土壌中や土壌表面近くでは支柱根様の形態をとる場合 

もある）。 

皮 暗灰色～黒色，荒い肌，皮目あり。 

対生，単菓，个縁，楕円形，長さ8~15 cm，先端鋭先形，葉柄2 cm~ 

序’腋生，単頂花序，花柄1~2cm，垂下する。 

両性花，かくは10'-'14 裂し赤色，花弁は白色～褐色，先端鋭先形， 

3本の花糸あり，花の長さ3-5 cm~ 

樹
 
葉
 
花
 
花
 

種子タイプ・胎4種子。 

果 実 棒状，直径1 7---2 0cm,長さ20'-'30 cm,緑色～紫かかった茶色 

（成熟時），表面平滑，胚軸はかく（果実）をつけたまま落ドする。 

樹種同定のキーー葉先端鋭先形，葉の裏面に黒色の点なし（Rhizophora 属で 

は葉の先端がのぎ形で葉の裏面には多数の小さな黒色の点あり）, 

花弁先端3木の花糸(B sexangra では花糸なし）。 

近縁種，類似樹種 βrugutera sexangra, B parviflora,βcytindrica 

ー
 
ー
 
ー
 
I
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 

HWS 

備 考 ングローフ林内の比較的高い地盤高を好む。 

　　　

35. βr"9"‘emg"' “れo浮間zα {L.)Lam. RHIZOPHORACEAE( ヒルギ科 )

fT]弱国回き閉園四国皿
和 名 オヒルギ (ベニガクヒルギ)

区 分 土要な構成種 (major components)

草本 ・木本等の区別 ・低木 ~ 高木 ,~20m,(30m) 。

地上根 膝根, 板根 (土壌中や土壌表面近くでは支柱根様の形態をとる場合

もある)。

樹 皮 晒灰色~ 黒色, 荒い肌, 皮白あり。

葉 対生 ,単葉 , 縁 ,楕円形 , 長 さ 8~15cm, 先端鋭先形 ,葉柄 2cm 。

花 序 .廠生 , 帯頂花序 , 花柄 1~2cm, 垂下す る。

花 .両性花, かくは 10~14 裂し赤色, 花弁は白色~ 褐色, 先端鏡先形,

3本の花糸あり, 花の長 さ 3~5cm 。

種子タイプ・脂4 種子。

果 実 ,棒状 , 直径 17~20cm, 長 さ 20~30cm, 緑色 ~ 紫かか った茶色

(成熟時),表面平滑,雁軸はかく (果実) をつけたまま落ドする。

樹種同定のキー・葉先端鋭先形,葉の裏面に黒色の点なし (R初zopぬom 属で

は葉の先端かのぎ形で葉の裏面には多数の小さな黒色の点あり),

花弁先端 3本の花糸 (β 鱒期“gm では花糸なし)。

近 縁 種 , 類 似 樹 種 βγ"g“zero sexα“郡α,β Pのり卵 om, 慮 c)ぬれの にα

備 考 ,マングローフ林内の比較的高い地盤高を好む。
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36. Bruguiera parviflora (Roxb.) Wight & Ant. ex Grill'. RHIZOPHO-

RACEAE （ヒルギ科） 

,1 国 I ゾ A 国ノ 
和 名ー ヒメヒルギ 

区 分一主要な構成種(major components) 

草木・木本等の区別一小高木，-6 m , (24 rn)~ 

地上根 膝根，小さな板根。 

樹 皮 灰色と茶色のまたら斑。 

葉 一対生，単葉，全縁，楕円形，長さ4'-9 cm，先端鋭先形，葉柄lcm0 

花 序 腋生，集散花序（3-4 花），花柄2 cm, 

花 ’両性花，かく8裂し黄緑色，花弁は8枚で白色，花の長さ06-do 

crn，開花直後は直立。 

種子タイプ 胎り」種了。 

果 実，棒状，直径0 5-l0crn, 長さ15-20 cm,黄緑色，表面平滑，かく 

片は細く短く肝軸に付着，』丞軸はかく（果実）をつけたまま落ートす 

る。 

樹種同定のキー 小さく白い花，』不軸はBruguiera cylindrica より細くて長 

し、。 

近縁種，類似樹種 B72娼uze?a Cytin drica,B一gyinnorrhiza,B.sexal昭rra 

HWS 

備 考一河岸，陸側の林縁部，比校的低地盤高に生育。 

　　　

36. βr"○“ierα Pαrメガorα (Ro ×b.)wight & Arn.e × Gri 賃. RHIZOPHO-

RACEAE( ヒルギ料)

不n 名 . ヒメヒルギ

区 分 .主要な構成種 (major components)

草木 ・木本等の区別 .小高木 ,~6m,(24m) 。

地上根 膝根, 小さな板根。

樹 皮 灰色と茶色のまたら致キ。

業 ・対生 , 単葉 , 全縁 , 楕円形 , 長 さ 4~9cm, 先端鋭先形 , 葉柄 lcm 。

花 序 廠生, 集散花序 (3-4花), 花柄 2cm 。

花 ・両性花, かく8裂し黄緑色, 花弁は 8枚で白色, 花の長さ 06~lo

cm, 開花直後は直立。

種子タイプ 胎生種了。

果 実 .棒状 , 直径 05~1ocm, 長さ 15~20cm, 黄緑色 , 表面平滑 , かく

片は細く短く月ィ・車中こ付着, 歴軸はかく (果実) をつけたまま落
ー
トす

る。

樹種同定のキー 小 さく白い花 ,= 劇 1はβγ"gはzem cy‘〃?αγzm より細 くて長

い 。

近縁 種 , 類 似樹 種 Bγ2‘gme? α cyiz'覆れcα,B.gym “o“れぽα,B.s 錆の zgm

罰働綴、l・リ

　　　　　　
HWS

備 考・対岸, 陸側の林縁部, 比較的低地盤高に生育。
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37. Braguiera sexan gala (LourJ Poir, RHIZOPHORACEAE （ヒルギ科） 

? 国 夫 図 
和 名ーオハナオヒルキ （ロソカクヒルギ） 

区 分 主要な構成種(major components) 

草本・木本等の区別一小高木，--15 m ~ 

地上根 膝根，小さな板根。 

樹 皮 暗灰色，荒い肌。 

菓 対生，単葉，今縁，楕円形，長さ6-9 cm, 

花 序 腋生，単頂花序，花柄1-'2 cm,垂下する。 

花 両性花，かくは10'-14 裂し黄緑色，花弁白色～褐色，先端鋭先形， 

花糸はない，花の直径3'-"4cm, 

種子タイプー胎生種子。 

果 実 棒状，直径1 5-'2 0 cm，長さ6-'12 cm，緑色～紫かかった茶色（成 

熟時），表面平滑，胚軸はかく（果実）をつけたまま落下する。 

樹種同定のキー 葉先端鋭先形，下面に褐色の斑点なし（RhzzoJ)hora 属ては 

菓の先端かのき形で葉の裏面に褐色の斑点あり），花弁の先端に花 

糸はない 田gyrnnorrhtza では3木の花糸あり）。 

近縁種， 類似樹種一Bruguzera gyinnorrhzza, Rhizoplicra inucronata, R 

S加losa Rapicula加， R lamar/en 

ノ 

先端鋭先形。 

HWS 

備 考一真水の流人により塩分農度の低い河口，内湾に4育する。 

37. Bmg “‘em sex似る9“卿 our.) Poir. RHIZOPHORACEAE( ヒルギ科 )

仝四国1剛園
和 名 .オバナオヒルキ (ロ ンカクヒルギ)

区 分 主要 な構成種 (major components)

草本 ・木本等の区別 .小高木 ,~15m 。

地上根 膝根,小さな板根。

樹 皮 !暗灰色, 荒い肌。

栄 対生 , 単葉 , 全縁 , 楕円形 , 長 さ 6~9cm, 先端鋭先形。

花 序 膝生 , 単一頁花序 , 花柄 1~2cm, 垂下する。

花 両性花, かくは 10~i4 製し黄緑色, 花弁白色~ 褐色, 先端鋭先形,

花糸はない, 花の直径 3~4cm 。

種子タイプ・胎生種子。

果 実 ・棒状 , 直径 15~20cm, 長 さ 6~12cm, 緑色 ~ 紫かか った茶色 (成

熟時),表面平滑,雁軸はかく (果実) をつけたまま落下する。

樹種同定のキー 業先端鋭先形,下面に褐色の斑点なし (尺′2zzop加テロ属ては

葉の先端かのき形で葉の裏面に褐色の斑点あり),花弁の先端に花

糸はない (β 即“mor 戒凋αでは 3本の化糸あり)。

近縁 種 , 類 似樹 種 .βmgmem gym ねorr短期 , 産んzz呼 んo?謬 '“"crのm 餌 ,R

styZosα,尺 αPには幻殻 ,尺 加川αず短 z

鮒瀞、1

　　　　　　HWS

備 考・真水の流人により塩分濃度の低い河「1, 内湾に4 育する。
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38. Ceriops decandra (Gruff.) Ding Hou RHIZOPHORACEAE ヒ JL'ギ 

科） 

承 の 図回 マ 医
 

⑩
上
 

ノ 和 名ーコヒルギ（タカオコヒルギ） プ 

区 分 主要な構成種(major components) 

草本・木本等の区別 低木～小高木，--'3m,(7m )~ 

地上根 板根（支柱根様の形態をとることもある）。膝根または小枝状の通気 

根を発達させることがある。 

皮 薄黄色かかった灰色，焦げ茶色の斑点かある。 

対生，単葉，全緑，倒卵形，長さ3-Scm，先端円形。 

序 腋生，密集した集散花序（二叉分技，5-10 花），花柄05cm~ 

両性花，かくは5裂し緑色，花弁は5枚で白色～褐色，花の長さ04 

-'05cm~ 

樹
 
葉
 
花
 
花
 

種子タイプー胎生種子。 

果 実一棒状，稜あり，直径0 8'-'1,2 cm，長さ～15cm，緑色～紫かかった茶 

色（成熟時），先端鈍い鋭形。表面比較的平滑，チューブ状の子葉は 

暗赤色，胚軸は子葉の下部に形成された離層から離れて落下する。 

樹種同定のキー 葉先端円形，花柄短く固い，胚軸はC. togaはり短く垂ト 

しない，チューブ状の子葉は暗赤色。 

近縁秤，類似樹種 Cenops tagal, Aegzceras cornicraiwn, A . floridurn 

、
、
か
き
 

F7 

'
I
 『

 

I
 
I
 

・
ぐ
I
 ー

 
ー
 
I
 
ー
 

~ 
HWS 

備 考 内陸側，比較的乾燥，高塩分濃度の立地に適応する。 

　　　

38. Ceriops decα〃のα (Gri賃.)Ding HOII RHIZOPHORACEAE( ヒルギ

科)

圏回国四回iヨ回四囲
　 　　 　　　　　　　 　
草本 ・木本等の区別 低木 ~ 小高木 ,~3m,(7m) 。

地上根 被根 (支社根様の形態をとることもある)。膝根または小枝状の通気

根を発達させることがある。

樹 皮 薄黄色かかった灰色, 焦げ茶色の斑点かある。

葉 ・対生 , 単葉 , 全縁 , 倒卵形 , 長さ 3~6cm, 先端円形。

花 序 ,液4, 密集した集散化序 (二叉分枝,5‐10花), 花柄 05cm 。

花 ・両性花,かくは 5裂し緑色,花弁は 5枚で白色~ 褐色,花の長さ 04

~05Cmo

種子タイプ・胎生種子。

果 実 ・棒状 ,核あり,直径 08~i.2cm, 長 さ~15cm, 緑色 ~ 紫かか った茶

色 (成熟時),先端鈍い鋭形。表面比較的平滑, チューブ状の子葉は

晴赤色,雁軸は子葉の下部に形成された離層から離れて落下する。

樹種同定のキ… 葉先端円形, 花柄短く固い, 雁軸は C.奴gd より短く垂 ド

しない, チューブ状の子葉は暗赤色。

近 縁 種 , 類 似樹 種 Ce"ops 銀gα‘,Aegzc 好αscor'7zcγα粥 m,A. 月oγzd“?“

罰俸鍬,キ

備 考 内陸側,比較的乾燥,高塩分濃度の立地に適応する。
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39 Ceriops tagal C.B. Rob. RHIZOPHORACEAE (ヒルギ科) 

馴唾 F 一L" , 回 
和 名，タカオコヒルキ （コヒルギ） 

区 分 主要な構成種(major components) 

草本・木木等の区別一低木～小高木，~6m。 

地上根 板根（支柱根様の形態をとることもある），しはしは膝根または小杭 

状の通気根を発達させる。 

樹 皮 灰色～褐色，平滑，根元部薄片状。 

葉 一対生，単葉，全縁，倒卵形，長さ4'- 10 cm，先端円形。 

花 序一腋生，密集した集散花序（二叉分技, 5-12花），花柄長さ1'-'2 cm~ 

花 両性花，かくは5裂し緑色，花弁は5枚で白色～褐色，花の直径04 

'-'0 5 cm。 

種了タイプー胎生種子。 

果 実 棒状，稜と溝あり,直径0 8'-' 12 cm，長さ～25cm，緑色～紫かかっ 

た茶色（成熟時），先端鋭先形，表面にはいぼ状の突起，チューブ状 

の子葉は黄色，胚軸は子葉の下部に形成された離層から離れて落下 

する。 

樹種同定のキーー菓の先端は円形，花柄長い，胚軸はC toga!より長く重下 

する，チューブ状の子葉は黄色。 

近縁種,類似樹種 Ceriops decandla,Aegtceras corn icra turn,AJ加ridum 

璽 の 中 

d 

り 

HWS 

備 考一内陸側，比較的乾燥した高塩分濃度の立地に適応する。 

乙 

39 Ceriops tα9錫 C,B. Rob. RHIZOPHORACEAE( ヒルギ科 )

副回国i四回董四回序
　　　　　　　　 　

草本 ・木本等の区別 .低木 ~ 小高木 ,~6m 。

地上根 板根 (支社根様の形態をとることもある),しはしは膝根または小杭

状の通気根を発達させる。

樹 皮 灰色~ 褐色, 平借, 根元部薄片状。

葉 ・対生 , 単葉 , 全縁 , 倒卵形 , 長 さ 4~1ocm, 先端円形。

花 序 .月夜生, 密集した集散花序 (二叉分技,5一12花), 花柄長さ 1~2cm 。

化 両性花,かくは 5裂し緑色,花弁は 5枚で白色~ 褐色,花の直径 04

~05cmo

種才タイプ .胎生種子。

果 実 棒状 ,核 と溝あり, 直径 08~12cm, 長 さ~25cm, 緑色 ~ 紫かか っ

た茶色 (成熟時),先端鋭先形,表面にはいぼ状の突起, チューブ状

の子葉は黄色,i杯軸は子葉の下部に形成された離層から離れて落下

する。

樹種同定のキー .葉の先端は円形, 花柄長い, 握軸は C zαg餌 より長く垂下

する, チューブ状の子葉は黄色。

近 縁 種 , 類 似 樹 種 Cほれops dgcα“似α,Aegzcemsco γm αmm 〃,A. 月oれd2‘?'z

瀞↑常識i,

1三園唇罰回
HWS

備 考 .内陸側,比較的乾燥した高塩分濃度の立地に適応する。
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40. Kandelia candel (I,JBruce RHJZOPHORACEAE（ヒレギ科） 

ノ 4ア
 

1 

ゾ 』P -（⑩上 

和 名 メヒルギ 

区 分一主要な構成種(ma)or components) 

草本・木本等の区別一低木～小高木，'-'7 m ~ 

地上根 小さな板根（支柱根様の形態をとることもある）。 

樹 皮一平滑，灰色～赤褐色，根元部薄片状。 

葉 対生，単葉，全縁，幅の狭い楕円形，長さ6'- 13 cm，先端鈍形。 

花 序 腋生，集散I日亭（二叉分技，4~6 花），花柄長さ～5cm，細い。 

花 一両性花，かくは5 (-'6)裂し緑色，花弁は5(-6）枚で白色，先端 

フィラメント状（6'-8木），花の長さ14'-'2 cm~ 

秤子タイプ 胎生種子。 

果 実 棒状，長さ～40cm，緑色，先端鋭先形，表面平滑，チューブ状の子 

葉は黄緑色～黄色，かく片は反曲する，勝軸は子葉の下部に形成さ 

れた離層から離れて落下する。 

樹種同定のキーー菓身幅の狭い楕円形，花弁はフィラメント状，かく片は細 

長く反曲する，胚袖表面平滑，先端鋭先形。 

類似樹種 Certops decandla, C tagal 

その他 分布はカンシス湾～南西諸島，南は北東スマトラ，北部ボルネオま 

て。 

、
典
 

Hws 

備 考一内陸側，バィオニア樹種的要素あり。 

　　　

40. Kα′zde誌α cα〃de"L,}Druce RHIZOPHORACBAE( ヒルギ科 )

国回,国i回1回画圏四
和 名 メヒルギ

区 分 .主要な構成種 (ma}or components)

草本 ・木本等の区別 .低木 ~ 小高木 ,~7m 。

地上根 小さな板根 (支社根株の形態をとることもある)。

樹 皮・平舵, 灰色~ 赤褐色, 根元部薄片状。

葉 ,対生 , 単葉 , 全縁 , 幅の狭い楕円形 , 長 さ 6~13cm, 先端鈍形。

花 序 版生 , 集散花序 (一.叉分枝 ,4~6 花 ), 花柄長さ~5cm, 細 い。

花 .両件化, かくは 5(~6) 裂し緑色, 花弁は 5(~6) 枚で白色, 先端

フィラメント状 (6~8 木 ), 花の長 さ 14~2cm 。

種子タイプ ,胎生種子。

果 実 棒状 , 長 さ~40cm, 緑色 , 先端鋭先形 , 表面平滑 , チューブ状の子

葉は黄緑色~黄色,かく片は反曲する,跳軌は子葉の下部に形成さ

れた雌層から離れて落下する。

樹種同定のキー .東身幅の狭い楕円形, 花弁はフィラメント状, かく片は細

長く反曲する,暦軸表面平滑,先端鋭先形。

類 似樹 種 Ceγzops dgc のz似α,C Zαg餌

その他 分布はカンシス湾~ 南西諸島, 南は北東スマトラ, 北部ボルネオま

て。

　　　　　
HWS

備 考 .i 陸mll,パイオニア樹種的要素あり。
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41. Rhizophora apiculata Blume RHIZOPHORACEAE（ヒルギ科） 

本 0 ツ の
ギ
 

和 名ーフタパナヒルギ （フタコヒルギ） 

区 分一主要な構成種（major components) 

草本・木本等の区別．低木～小高木，-15 m , (25 rn), 

地上根 支柱根。 

樹 皮 灰色～濃灰色，モサイク状の亀裂。 

葉 対生，単葉，全縁，幅の狭い楕円形，長さ9--'l8cm，先端のき形， 

下面は黄緑色で多数の褐色の斑点あり。 

花 序・腋生，集散花序（2 花），花柄～14cm~ 

花 ，両性花，がくは4裂し内側は黄緑色，外側は赤みかかった緑色，花 

弁は4枚で白色，雄しぺは通常12 本で褐色，花の直径2--3cm~ 

種子タイプー胎4種子。 

果 実‘果実は倒卵形，茶色，直径15-2 5cm，散布体は棒状，直径1 3'--l 7 

cm,長さ20--25 cia，緑色～茶色，表面比較的平滑，成熟すると子 

葉は赤褐色になる。 

樹種同定のキー 葉はRhizophonl 属の他種に比へ幅か狭い，Iっの花柄に 

花か2つずつ付く。 

近縁種 Rhzz(功hora stylosa, R apiculata, R lainarkit, Brugutera 

gym zorrhiza, B sexangra,B parviflora,B一cylzndrLca 

HWS 

備 考 河口などの柔らかいマンクローブ泥地に繁茂する。 

41. おれ拷opれorααpic賜αごα B1ume RHIZOPHORACBAB( ヒルギ料 )

和 名 ・フタバナ ヒルギ (フタコヒルギ )

区 分 .主要 な構成種 (maーor components)

草本 ・木本等の区別 .低木 ~ 小高木 ,~15m,(25m) 。

地上機 支社根。

樹 皮 灰色~ 濃灰色, モサイク状の亀裂。

集 対生 , 単葉 , 全縁 , 幅の狭い楕円形 , 長 さ 9~180m, 先端のき形 ,

下面は黄緑色で多数の褐色の斑点あり。

花 序・版生, 集散花序 (2花), 花柄~14cm 。

花 .両性花, かくは 4裂し内側は黄緑色, 外側は赤みかかった緑色, 花

弁は 4枚で白色, 雄しべは通常 12本で褐色, 花の直径 2~3cm 。

種子タイプ .胎4 種子。

果 実 .果実は倒卵形,茶色,直径 15~25cm, 散布体は棒状,直径 13~17

cm, 長さ 20~250m, 緑色 ~ 茶色 , 表面比較的平滑 , 政熟すると子

葉は赤褐色になる。

樹種同定のキー・葉は R加納pれひm 属の他種に比べ幅か狭い,1 つの花柄に

花か 2つずつ付 く。

近縁 種 尺んzzopたのα sty‘osα, 尺 αPzc賜α如 , 尺 超 m のた偽 βγ2唯はぼm

g切れ?zoかれzzα,β se工α“gm, β ,力αγり扉 om,B.Cy ぬれαγにα

漸常州
1三罵瞬覇回HWS

備 考 河口などの柔らかいマングローブ妃地に繁茂する。
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42. Rhizophora )< lamarckfl Montr. RHIZOPHORACEAE (hルギ科) 

司 川ゾ 0 本
 

和 名‘ライゾフォーラ ラマルキ （リゾフォラ ラマルキ） 

区 分’主要な構成種（major components) 

草木・木本等の区別 低木～小高木，'-8 in, (25 rn)~ 

地上根・支十〕根。 

樹 皮 灰色～濃灰色，細かいモザイク状の亀裂。 

葉 一対生，単葉，全縁，幅の狭い楕円形，長さO'-I8cm，先端のき形， 

ト面黄緑色で多数の褐色の小さな斑点あり。 

花 序 腋生,集散花序（4 花），花柄18'- cm,垂下する。 

花 不稔性，かくは4裂し内側は黄緑色，外側は赤みかかった緑色，花 

の直径2-3cm~ 

果 実一不稔性なので結実しない，R 一apicu leta と R Sか/ose の雑種といわ 

れる。 

樹種同定のキー“きわめてR apicula加に似るか1つの花柄に4 個ずっ付く 

ことからR‘功iculata と容易に識別可能，支柱根はRS加lose に似 

てよく発連。 

近縁種一Rhizophora stylosa, R apiculata, Bruguzera gyrnnorrhzza, B 

sexa lgn1 

HWS 

備 考一柔らかいマングローブ泥地域に生育する。 

　　　

42. 足助 zopんom ×加 m αだ顔≧Montr. RHIZOPHORACEAE( ヒルギ科 )

圏四皿脳1回1国圏
和 名 .ライゾフォーラ ラマルキ (リゾフォラ ラマルキ)

区 分 ・ーL要な構成種 (major components)

草本 ・木本等の区別 ,低木 ~ 小高木 ,~8m,(25m) 。

地上根・支精根。

樹 皮 灰色~ 濃灰色, 細かいモザイク状の亀裂。

集 ・対生 , 単葉 , 全縁 ,1幅の狭 い楕円形 , 長 さ 9~18cm, 先端のき形 ,

ド面黄緑色で多数の褐色の小さな斑点あり。

花 序 液生, 集散花序 (4花), 花柄 1,8~cm, 垂下する。

化 不稔性, かくは 4裂し内側は黄緑色, 外側は赤みかかった緑色, 花

の直径 2~3Cm 。

果 実 ・不稔」凶なので結実 しない, 兄.αPzc“ね‘αと尺 sかわsαの雑種 といわ

れる。

樹種同定のキー ▼きわめて 尺αPzc彰α奴 に似 るか 1つの花柄 に 4個ずつ付 く

ことからR QPzc〃ねね と容易に識別可能, 支社根は尺 稀鱗osαに似

てよく発達。

近縁 種 .R たzzop/20γα sty‘osq,R αPzc粥錫α, βγ〃gmemgy ′mzo γr′2z期 ,B

　　　　　　HWS

備 考 ・柔 らかいマングローブ泥地域 に′1二育す る。
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43 Rhizophora mucronata Lam. RHIZOPH01tACEAE (hルギ科) 

司 マ ゾ 回 本 中 ノ 
和 名 オオバヒルギ 

区 分一主要な構成種(major components) 

草木・木本等の区別・低木～高木，--25 m ~ 

地上根一支柱根。 

樹 皮一灰色～黒色，ブロノク状の亀裂，荒い肌。 

葉 一対生，単葉，全縁，楕円形～長楕円形，長さ15-20cm，先端のき形， 

下面は黄緑色で褐色の小さな斑点か多数あり，菓柄2 cm~ 

花 序 腋生，集散花序（一叉分技，4 --S 花），花柄1-2cm，垂下する。 

花 両件花，かくは4裂し淡黄色～黄緑色，花弁は4枚で白色，雌しぺ 

の花柱は無いかごく短い，雄しべ8本，花の直径3'-4cm~ 

種子タイプ 胎生種子（R hizophoraceae 中で最も長い』不軸長である）。 

果 実 果実は倒卵形で茶色， 直径3-'4cm,散布体は棒状， 直径2.0 - 2.3 

cm，長さ50-70cm て表面に多数のいは状の突起，緑色～黄緑色， 

成熟すると子葉は黄色になる。 

樹種同定のキーー葉はR一stylosa より大きく，幅は中央部てもっとも広くな 

る。花井は無いかごく短い（RSりlosa の花柱は長さ04-06cm )~ 

近縁種，類似樹種 Rhizophora sかlosa,R apicuta記，Rtaniai史：11 

HWS 

備 考 柔らかいマンクローフ泥地に繁茂，広い範囲の地盤高に適応。 

　　　

43 元れZzopたomm"cro ′m【α Lam. RHIZOPHORACEAE( ヒルギ科 )

団四皿図画四囲図1
和 名 ・オオバ ヒルギ

区 分 .主要な構成種 (major componen もs)

草木 ・木本寺の区別 ◆低木 ~ 高木 ,~25m 。

地上根 .支社根。

樹 皮 ・灰色 ~ 黒色 , プロ ,ノク状の亀裂 , 荒い肌。

葉 .対生 ,単葉 ,全縁 ,楕円形 ~ 長楕円形 ,長 さ 15~20cm, 先端のき形 ,

下面は黄緑色で褐色の小さな斑点が多数あり, 葉柄 2cm 。

花 序 廠生, 集散花序 (」叉分枝,4~8 花), 花柄 1~2cm, 垂下する。

花 両件花, かくは 4裂し淡黄色~ 黄緑色, 花弁は 4枚で白色, 雌しべ

の花社 は無いかごく短 い, 雄 しべ 8本 , 花の直径 3~4cm 。

種子タイプ 胎生種子 (Rhlzopho「aceae中で最も長い雁軸長である)。

果 実 ・果実は倒卵形で茶色 , 直径 3~4cm, 散布体は棒状 , 直径 2.0~2.3

cm, 長 さ 50~70cm て表面 に多数のいぼ状の突起 , 緑色 ~ 黄緑色 ,

成熟すると子葉は黄色になる。

樹種同定のキー .葉はR.s‘y‘o肌 より大き 幅は中央部てもっとも広くな

る。花杵 は無いか ごく短 い (R sかわsαの花柱 は長 さ 04~06cm) 。

近縁 種 , 類 似 樹 種 兄/2zzopれom 稀〆 osα,R qpzc 露頭α,丑,超 '卿 舵 猛

矧悩網
　　　　　　HWS

備 考 柔らかいマンクローブ泥地に繁茂, 広い範囲の地盤高に適応。
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44 Rltizophora stylosa Cr1什． RHIZOPHORACEAE （ヒルギ科） 

叩 0 承 ノ 
和 名 ャェャマヒルギ 

区 分 土要な構成種（major components) 

草本・木本等の区別 低木～高木，-'6m, (lom)~ 

地上根、支柱根。 

樹 皮一灰色～黒色，比較的平滑，モサイク状の亀裂。 

葉 一対生，単葉，全縁，楕円形～倒卵形，長さ10 '-1 8 cm，先端のぎ形， 

下面は黄緑色で褐色の小さな斑点か多数あり，葉柄2 cm~ 

花 序 腋生，集散花序（二叉分技，8- 16花），花柄1'-'2cm,垂下する。 

花 両性花，がくは4裂し淡黄色～黄緑色，花弁は4枚で白色，縁に毛 

あり,雌しべは組長く花柱の長さは0.4-'0 6cm,雄しぺ8本，花の 

直径2.5-S cm~ 

種子タイプ 胎生種子。 

果 実 果実は倒卵形，茶色，直径1.5'-2 cm，散布体は棒状，直径1 5'-'2 0 

cm，長さ～30cm,緑色～黄緑色，成熟すると子葉は黄緑色になる。 

樹種同定のキーー菓はR rnucrnnata より小さく，最も幅広の部位はR 

mucronata に比較して先端方向に位置する。1花序の花数多い，花 

柱は細長く04'-O.Gcm てあることから，花柱か極めて短いかほと 

んどないRmucronata と識別することになる。 

近縁種，煩似樹種 Rhiz叩hora inucronata, R apiculata, R , lamar/ut 

＼
、
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備 考 海側林縁部，比較的低い地盤高に適応する。 

　　　

44 元腸 zopれorα st"‘osα Gri賃. RHIZOPHORACEAE( ヒルギ科 )

四回1彩四回圏四
和 名 ヤエヤマヒルギ

区 分 土要 な構成種 (ma}or components)

草本 ・木本等の区別 低木 ~ 高木 ,~6m,(1om) 。

地上市長・支社根。

樹 皮 .灰色~ 黒色, 比較的平滑, モサイク状の亀裂。

業 .対生 , 単葉 , 全縁 , 楕円形 ~ 倒卵形 , 長 さ 10~18cm, 先端のぎ形 ,

下面は黄緑色で褐色の小さな斑点が多数あり, 葉柄 2cm 。

花 庁 膝生, 集散花庁 (二叉分技,8~16 花), 花柄 1~2cm, 垂下する。

花 両社花, かくは 4裂し淡黄色~ 黄緑色, 花弁は 4枚で白色, 緑に毛

あ り, 雌 しべは細長 く花柱の長 さは 0.4~06cm, 雄 しべ 8本 , 花の

直径 2.5~3cm 。

種子タイプ 胎生種子。

果 史 果実は倒卵形, 茶色, 直径 1.5~2cm, 散布体は棒状, 直径 15~20

cm, 長さ~300m, 緑色 ~ 黄緑色 ,成熟すると子葉 は黄緑色になる。

樹 種同定 のキ ー ・葉 は 尺 m" αoれα畝 よ り小 さ く, 最 も幅広 の部位 は 尺

mzにmm 奴に比較して先端方向に位置する。 1花序の花数多い, 花

柱は細長く04~0.6cm てあることから, 花柱か極めて短いかほと

んどない R m 郷知れ錫αと識別することになる。

近 縁 種 , 煩 似 樹 種 .尺ればop"omm 銘cm “似α,尺 ゅ zc“‘α奴 ,尺,‘mm γ卿 z

瀦常州
　　　　　

HWS

備 考 海側林縁部,比較的低い地盤高に適応する。
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45 Scyphiphora hydrophyilacca Gaertn. 1. RUBIACEAE （アカネ科） 

? 亜 叫P 司 
和 名 ウミマサキ （ミツハヒルキ） 

区 分 副次的な構成種（minor components) 

草本・木本等の区別 低木～小高木，'-3m,(5m)~ 

地上根 なし，（支柱根を発達させることもある）。 

樹 皮一灰色～褐色，荒い。 

葉 一対生，単菓，全縁，倒卵形,長さ5'-? cm，先端円形，表面光沢有り， 

葉柄2 cm~ 

花 序 腋生，密集した集散花序（10-20 花）。 

花 両性花，かくは4 ('--'5）裂し黄緑色，花弁は4 ('-'5）枚で白色～薄 

いピンク色，花の長さlcm, 

種了タイプ‘普通種子。 

果 実．歯車状，直径O.4'-0 5cm，長さ～1 cm，緑色～茶色，縦方向に深い 

溝。 

樹種同定のキー 菓は裏表とも光沢有り，小さな歯車状の史。 

類似樹種 Osboniza octodonta, Avicennia officinalts, Cerzops toga! 

HWS 

備 考一内陸側，比絞的高い塩分濃度の立地に適応する。 

Z25

45 sc"P れゆれom れgdrop 九諺銀 ceα Gaertn.f. RUBIACEAE( アカネ科 )

国-回回檀 i四回iH塾
和 名 ウミマサキ (ミツハヒルキ)

区 分 副次的な構成種 (mlnor components)

草本 ・木本等の区別 低木 ~ 小高木 ,~3m,(5m) 。

地-L根 なし,( 支社根を発達させることもある)。

樹 皮 .灰色 ~ 褐色 , 荒い。

葉 ・対生 ,単葉 ,全縁 ,倒卵形 ,長 さ 5~7cm, 先端円形 ,表面光沢有 り,

葉柄 2cm 。

花 序 月夜生, 密集した集散花序 (10~20 花)。

化 両性花, かくは 4(~5) 裂し黄緑色,花弁は 4(~5) 枚で白色~ 薄

いピンク色 , 花の長 さ icm 。

種了タイプ・普通種子。

果 実 .歯車状 , 直径 0.4~05cm, 長 さ~lcm, 緑色 ~ 茶色 , 縦方向に深い

溝。

樹種同定のキー 葉は裏表とも光沢有り,小さな歯車状の火。

類 似樹 種 , osbomm oczod のz奴 ,AUzcemzmo 茄 cm 彰 zs,Ce γzo声 解g錫

　　　　　　HWS

備 考 .内1塗側,比較的高い塩分濃度の立地に適応する。
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46. Sonneratia alba Sm. SONNERATIACEAE （マヤプシキ科） 

画 山L マ L Aう の 

和 
名ーマヤプシキ（ハマザクロ） しJ 

区 分一主要な構成種（major components) 

草木‘木本等の区別 低木～小高木，-16 m ~ 

地上根 通気根（円錐形）。 

樹 皮 淡黄色～茶色，平滑，縦方向に亀裂。 

葉 ‘対生，単葉，今縁，倒卵形～長楕円形，長さ5- 10 cm,先端円形～ 

凹形，等面菓なのて葉の裏表の区別かつきにくい。 

花 序一頂生，集散花序（=．叉分技，1-9 花）。 

花 ，両性花，かくは6~8 裂し内側は淡黄色～赤色で外側は緑色,花弁は 

白色，細くかく片と同数であるか時には無花弁，雄しべは多数で糸 

状， 白色，花の直径5'-8cm，夜間開き朝には花糸と花弁は落下す 

る，かく筒内に多量の蜜を分泌することもある。 

種子タイプ 普通種子。 

果 実 球状，直径3.5'-45cm，緑色，表面平滑，かく片は水平～反曲,種 

子は鎌形，150-200個,落果後果肉か砕け，種子は水で散布。 

樹種同定のキーー成熟菓の葉柄は黄色，成熟果丈のかく片は水平～反曲。 

近縁種一Sonneratta caseolarts, S ovata 

d 

o 
HWS 

備 考 河口の砂泥地， しばしは海側林縁部に群落を形成，比較的高い塩分 

濃度の立地に適応。 

　　　

46. Soれ“餅α“α破りαSm.SONNERATIACBAE( マヤプシキ科 )

国回≦四四回i四回回1副
　　　　

和 名 .マヤプシキ (ノ・マザクロ) ＼ノ

区 分 .主要な構成種 (major components) ~

草木・木本等の区別 低木~ 小高木,~16m 。

地上根・通気根 (円錐形)。

樹 皮 ,淡黄色~ 茶色, 平膚, 縦方向に亀裂。

栄 ◆対生 , 単葉 , 全縁 , 倒卵形 ~ 長楕円形 , 長さ 5~1ocm, 先端円形 ~

凹形, 等面東なのて葉の裏表の区別かつきにくい。

花 序 .頂生, 集散花序 (〆叉分技,1~9 化)。

花 .両性花,かくは 6~8 裂し内側は淡黄色~ 赤色で外側は緑色,花弁は

白色,細くかく片と同数であるか時には無花弁,雄しべは多数で糸

状, 白色, 化の直径 5~8cm, 夜間開き朝には花糸と花弁は落下す

る, かく筒内に多量の蜜を分泌することもある。

種子タイプ 普通種子。

果 実 球状 , 直径 3.5~45cm, 緑色 , 表面平滑 , か く片は水平 ~ 反曲 , 種

子は鎌形,150~200 個, 落果後果肉か砕け, 種子は水で散布。

樹種同定のキー .成熟葉の柴柄は黄色, 成熟果実のかく片は水平~ 反曲。

近 縁 秤 .S 伽 解 離 "α鯛 sgoね“s,S oジのα

羅T俺製、

備 考 河口の砂泥地, しばいま海側林縁部に群落を形成,比較的高い塩分

濃度の立地に適応。
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47. Sonneratia caseoiaris (L.) Engi, SONNERATIACEAE (マヤプシキ 

科） 

の t 
和 名 ホソバマヤプシキ （ナンョウマヤプシキ， オオバナヒルギ） 

区 分 主要な構成種（major components) 

草本・木本等の区別 小高木，~16m。 

地上根 通気根（円錐形），高さ～1 rn~ 

樹 皮 薄茶色～茶色，平滑，縦方向に亀裂。 

葉 対生，単葉，全縁，卵形～長楕円形，長さ4'-8cm，先端円形，球状 

に反転する，葉柄～0 5 cm,赤色，葉の裏表の区別かつきにくい。 

花 序 頂生，集散花序（三叉分技，1 '--6 花）。 

花 両性花，かくは6'-8裂し黄緑色,花弁は赤色で細くかく片と同数て 

あるか時には無花弁，雄しべは多数で糸状，赤色及ひ白色，花の直 

径8'-10cm,夜間に開花するか朝には花糸と花弁は落下，かく筒内 

に多量の蜜を分必することもある。 

種子タイプ 普通種了。 

果 実 球状，直径6--Scm，黄緑色，表面光沢，かく片水平～反曲，種子は 

鎌形，800 --1,200 個，可食，落果後果肉か砕け，種子は水で散布。 

樹種同定のキー 成熟葉の葉柄赤色，成熟果実のかくは皿状となる，かく片 

水平～反曲，枝は枝垂れる。 

近縁種 Sonneratia elba, S ovata 

HWS 

備 考・河岸，真水か流入する低い塩分農度の立地を好む。 

/27

47. Soれれerα麹α cαseo如 ris(L.)BngL SONNERATIACEAB( マヤプシキ

科)

　　　　　　　　　　
和 名 ホソパマヤプシキ (ナンヨウマヤプシキ , オオバナ ヒルギ)

区 分 主要な構成種 (1na]or componcnts)

草本・木本等の区別 小高木,~16m 。

地上限 通気根 (円錐形), 高さ~lm 。

樹 皮 薄茶色~ 茶色, 平梢, 縦方向に亀裂。

葉 対生,単葉,全縁,卵形~ 長楕円形,長さ 4~8cm, 先端円形,球状

に反転す る, 栄柄 ~05cm, 赤色 , 葉の裏表の区別がつきに くい。

化 序 頂生, 集散花序 (三叉分技,1~6 花)。

花 ・両性花,かくは 6~8 裂し黄緑色,花弁は赤色で細くかく片と回数て

あるか時には無花弁, 雄しべは多数で糸状, 赤色及ひ白色, 花の直

径 8~1ocm, 夜間に開花するが朝には花糸と花弁は落下,かく筒内

に多量の蜜を分泌することもある。

種子タイプ 普通種了。

果 実 球状,直径 6~8cm, 黄緑色,表面光沢,かく片水平~ 皮曲,種子は

鎌形,800~1,200 個, 可食, 落果後果肉が砕け, 種子は水で散布。

樹種同定のキー 成熟葉の葉柄赤色,成熟果実のかくは皿状となる, かく片

水平~ 反曲, 枝は枝垂れる。

近縁種 S翻れβ名昭ねα診α,S 例解α

、 . ・な

酬犠潟' ハ

　　　　　　
HWS

備 考・河岸,真水か流入する低い塩分濃度の立地を好む。
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48. Heritiera Uttoralls Dryand. STERCULIACEAE （アオギリ科） 

,1夫 警 A 国 マ 
和 名．サキシマスオウノキ 

区 分一副次的な構成種(minor components) 

草本・木本等の区別 小高木～高木，-'20m, (25m)~ 

地上根一よく発達した板根。 

樹 皮一灰色～薄茶色，縦力向に亀裂，鱗状。 

葉 互生，単葉，令縁，楕円形～倒卵形，長さ10- 15 cm，先端鋭形，下 

面はやや褐色を帯ひた灰白色。 

花 序 腋生又は頂生，不規則な円錐形花序,長さ～10 cm~ 

花 単性花,かくは4 -.;5 裂し赤みかかった緑色，花弁は帯紫黄緑色～茶 

色あるいは時になし，かく片は農い微毛に覆われる，雌花の直径0.3 

--'04cm（雄花は少し小さい）。 

種子タイプ‘普通種子。 

果 実 長さ5'-'7cm，緑色～茶色，表面平滑，小さな鶏のとさかに似たよ 

うな板状の稜を持つ。 

樹種同定のキー よく発達した板根,小さな板状の稜のある実。 

d 

HWS 

備 考 内陸側林縁，低い塩分濃度の立地を好む。 

48. Heritierα Z1ttor郷≧s Dryand, STERCULIACEAE( アオギ リ科 )

皿四回19回四囲
和 名 .サキシマスオウノキ

区 分 ・副次的な構成種 (mlnor components)

草木 ・木本等の区別 小高木 ~ 高木 ,~20m,(25m) 。

地上根 ・よく発達した板根。

樹 皮 .灰色~ 薄茶色, 縦方向に亀裂, 鱗状。

業 互生 , 単葉 , 全縁 , 楕円形 ~ 倒卵形 , 長さ 10~15cm, 先端鏡形 , 下

面はやや褐色を帯ひた灰白色。

花 序 月夜生又は頂生, 不規則な円錐形花序, 長さ~1ocm 。

花 単′岨化,かくは 4~5 裂し赤みかかった緑色,花弁は帯紫黄緑色~ 茶

色あるいは時になし,かく片は濃い徴毛に覆われる,雌花の直径 0,3

~04cm( 雄花は少し小さい)。

種子タイプ・普通種子。

果 実 ,長 さ 5~7cm, 緑色 ~ 茶色 , 表面平滑 , 小 さな鶏のとさかに似たよ

うな板状の稜を持つ。

樹種同定のキー よく発達した坂根, 小さな板状の核のある実。

1三嗣瞥覇回
備 考 内陸側林縁,低い塩分濃度の立地を好む。
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49 Clerodendrum inerme Gaertn. VERBENACEAE （クマツヅラ科） 

回 , ゾ 四囚 t 
和 名 ィホタクサキ 

区 分一付随的な構成種(mangi ove associates) 

草本・木本等の区別 低木，'---2 m , 

葉 互牛，単葉，全縁～円きょ歯状，楕円形,長さ3'-'4cm，先端鋭形。 

花 序 腋生、集散花序（3 叉分技, 6~9 花）。 

花 両性花，花弁は5枚て白色， トランペノト形の花冠，雄しべは長く 

糸状，赤紫色，花の長さ1 5-2 cm~ 

種子タイプー普通種子。 

果 実一卵形，分離果(4裂），直径0 7---'l cm,緑色～黒褐色，表面革状。 

樹種同定のキー 悪臭有り，マンクローブ林の内陸側の乾燥した砂泥地に繁 

茂する。 

50 Stachytarpheta ルmaicensis (L.) Vahi VERBENACEAE（クマツツ 

ラ科） 

盛 0 0 A I 
和 名ーフトポナガホソウ （チリメンナカポソウ） 

区 分．伺随的な構成種（mangrove associates) 

分 布 熱帯アメリカ原産。 

草本・木本等の区別 草本。 

葉 互生，単葉，きょ歯状，楕円形，先端鋭形。 

花 序 頂生，蛇の様な穂状花序。 

花 花弁は紫色，1花序で一度に2 '-'3 花ずつしか開花しない。 

種子タイプ 普通種子。 

樹種同定のキー 養殖池の士手なと乾いた場所などに多い。 

/29

49 α erodeれα地肌 i"erme Gaertn. VERBENACEAE( クマツヅラ科 )

◎四囲圏四湖
和 名 イホタクサキ

区 分 .ィ・11随的な総裁種 (manglove assoc・ate

草本 ・木本等の区別 低木 ,~2m 。

業 互牛 , 単葉 , 全縁 ~ 円きょ歯状 , 楕円形 , 長さ 3~4cm, 先端鏡形。

化 序 肢生, 集散花序 (3叉分枝,6~9 花)。

花 両性花, 花弁は 5枚て白色, トランペソト形の花冠, 雄しべは長く

糸状 , 赤紫色 , 花の長 さ 15~2cm 。

種子タイプ .普通種子。

果 実 .卵形, 分離栄 (4裂), 直径 07~lcm, 緑色~ 黒褐色, 表面革状。

樹種同定のキー 悪臭有り, マンクローブ林の内陸側の乾燥した砂泥地に繁

茂する。

50 Siαcれ"加増九鑑αノm'肌に伽 sis(L.)VahIVERBENACEAE( クマツヅ

　　　

回回1図四国国
和 名 ・フトボナガホソウ (チリメンナガポソウ)

区 分 .付随的な構成種 (mangrove assoclates)

分 布 ・熱帯・アメ リカ原産。

草本・木本等の区別 草本。

葉 互生, 単葉, きょ歯状, 楕円形, 先端鏡形。

花 序 頂′七 蛇の様な穂状花序。

化 花弁は紫色,1 花序で一度に 2~3 花ずつしか開花しない。

種子タイプ 普通種子。

樹種同定のキー 養殖池の‐i;手なと乾いた場所などに多い。
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51. Vitex ovata Thunb. VERBENACEAE （クマツヅラ科） 

亜 区－ 0 
I 
△ 

和 名ーハマゴウ 

区 分 付随的な構成種（mangrove associates) 

草本’木本等の区別‘低木。 

葉 一互生，複葉，小葉3枚，楕円形，先端鋭形。 

花 序一頂生，円錐花序。 

花 一花弁は紫色。 

樹種同定のキーー強い芳香あり。 

52. Spinifex littoreus (Burm. 1.) Merr. GRAMINEAB (イネ科) 

盛 

和 名ーッキイゲ 

区 分 付随的な構成種（mangrove associates) 

草本‘木木等の区別一単子菓の多年生草本。 

葉 長さ～20 cm，灰緑色，先端鋭先形。 

花・果 実 球状で突起のある雌花序か脱落し，風で運はれながら種子を散 

布する。 

その他一長く成長する黄色のランナーによって繁茂する。 

　　　

51. Vitex om 卿 Thunb.VERBBNACEAE( クマツヅラ科 )

　　　　　　　　　　
和 名 .ハマゴウ

区 分 付随的な構成種 (mangrove assoclates)

草本・木本等の区別 .低木。

葉 ・互生, 複葉, 小葉 3枚, 楕円形, 先端鋭形。

花 序 .頂生, 円錐イヒ序。

花 ・花弁は紫色。

樹種同定のキー .強い芳香あり。

52. Sp銀がex Ziftoreus (Burm.f.)Men. GRAMINEAE( イネ科 )

　
和 名 .ツキイゲ

区 分 ィ随的な構成種 (mangrove assoclates)

草本・木本等の区別 ・単子葉の多年生草本。

葉 長さ~20cm, 灰緑色, 先端鏡先形。

花・果 実 球状で突起のある雌花序か脱落し,風で運はれながら種子を散

布する。

その他・長く成長する黄色のランナーによって繁茂する。
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3． 日英対照用語集（Glossary) 

実際に現場に行った時, 日本語から英語を検索し,英語てその意味を相手に説明する 

ことを想定して各用語の説明は英文としています。したかって，もし現場て困った時に， 

この対照用語の該当部分を指さすことで，相手か理解してくれるはすてす。 

いほ状の warted (warty) covered with firm roundish excrescences 

鋭形の acute tapering to the apex with the sides straight or nearly so - usually 

less tapering than acuminate 

鋭L形の acuminate tapering to the apex, the sides more or less pinched in befoie 

reaching the tip , compare acute 

IIff生の axillary arising from the axis 

EY形の rounded no leaf tip present at all 

円錐花序 panicle a compound inflorescence with the younger flowers at the apex 

or center , a compound iaceme or corymb, comprising spike or raceme, etc , 

indeterminate type 

l l頭の emarginate with a shallow notch at the apex 

T4 (分)jの) family a gioup of related genera 

開花 anthesis the time when the flower opens , more strictly the time during 

which pollination can take place 

?E冠 corolla petals, collectively 

がく [萼 ] calyx the outei envelope of the flower, consisting of sepals, free or 

united 

がK [萼J ) sepal member of calyx, outermost part of flowei , usually green 

4E糸 filament any thread -like body , used especially for that part of the stamen 

that supports the anther 

I日事inflorescence the arrangement of flowers on the floial axis , a flower-clus 

ter 

Thft style the usually stalk-like pait of a pistil connecting the ovary and stigma 

4 皮 pericarp the wall of the ripened ovary and therefore the wall of the fruit 

花柄 peduncle the stalk of a solitary flowei or of an inflorescence , compare 

pedicel 

花II' petal one of the individual parts of the corolla, used particularly for a 

polypetalous corolla in designating one unit 

)iC! substiate material in or on which plant is growing, e g , soil, rock, sand 

球形の globose spherical or nearly so 

球形の spherical=globose a 3-dimensional solid, iound in outline, like the earth 

くちばしのある beaked used of fruits which end in a long point 

JL楕円形の oval loosely used for a broadly elliptical shape, the width over 1/2 the 

　　　　

3. 日英対照用語集 (G1ossary)

実際に現場に行った時,-コ本語から英語を検索し,英語てその意味を相手に説明する

ことを想定して各用語の説明は英文としています。したかって,もし現場て困った時に,

この対照用語の該当部分を指さすことで, 相手か理解してくれるはすてす。

いほ状 の warted(warty)covercd wILhGrmroundlsh eXcrescenCes

好き形 の dcute taPer・ng to the aPe × with Lhc slde も鼠 ralghtornearly so ,ubudlly

less Ldpcrlng thau acumluate

鋭 先形 の acuminaLe taperlugto theapex 達 hesldebmorcorlessplnehedlnbefole

reach ・ng the L1p ,eompare acute

廠 生 の ax・1lary drlslngfrom the axls

円形 の rounded uoleaftip present at all

円錐 花 序 pau ・cle a compoundlnnoreseeneew ・ththeyounger aowers at the apex

or eenter ,a compouud idceme or corymb,eomprlsing sp・ke or rdcenle,ete,

indctern ・inate type

ロー!頭 の emarginate w・th a shaーlow noteh at the aPex

料 (分類の )family a gioup of reldted gcnera

開 花 anthesis the tin・e wheu the 日ower opens ,more strletly the tlme durlng

wh1ch pollinatiou can take pーace

花 冠 corolldpetals, eolleetlvely

が く [尊 ] edlyx the outei enve ーcpe of the 日ower,conslstlng ol sepals,freeor

uulted

が く [背 ] ji sepdl menlberofcalyx,outermost partof 日owe ・ , nbually green

花 糸 胤 ament any thread ‐likebody ,used espeolally forthat part of the stamen

thatsupports tbe anLhcr

花 序 ・nnoresoence the drrangement of nowerson thenoial axls,a nower-elus ‐

ter

花 社 tyie the usually stdlk-hkepaltofaplstilconnectingtbeovary dnd stlgma

果 皮 pericarp thewalloftherlpenedovary and thereforethewall of the fru1L

花 柄 pedunele the stalk of a soll[dry flowei or of an innoresoeuoe,compare

pe〔heol

花弁 petdl one of the ind・vldoal parts of the eorolla,usedpartieularly for a

polypeLdlous eorolla in deslgnat ・ng one uult

燕質 substldte maLerial iil or on whlch plautlsgrowlng,e g,boil,rock,sand

球形 の gーobobe もpherieal ornearly so

球 形 の spher ・Lal=globobe a3 ‐dimens ・oualsobd,louud ・nouthne,like tho earth

くち ば しの あ る beaked uもed offrnltswhich eud lu a loug polnt

広楕 円 形 の oval looselyo~edfordbroadlyelbpt ・calshape,thew ・dthover l/2the
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length . some authois have used it as the same as ovate 

b4-.の alternate only one leaf inset ted at a node 

さく* capsule a di y dehiscent Iruit made up of more than I carpel (segment) 

散形花昨 umbel inflorescence of stalked flowers aft aiising from same point. 

indeterminate type 

It房Th序 cot ymb a flat-topped or convex open infloiescence , technically a con・ 

tractS raceme, can be compound, indeterminate type 

軸 axis the main or central line of development of a plant or organ 

.&I41R stilt-root looping aerial roots exposed to the an, aiising from the trunk 

and lower bianches and extending outward and downward into the soil 

雌ずい（めしへ） pistil the seed-pioducing organ, consisting usually of ovat乳 

style and stigma 

*tt ' (S L へ) stamen male oigan or flower, consisting or filament (stalk) and 

anther containing pollen 

IW knee roots hotizontal roots like bending knees above the ground, looping 

up and down with knob-like stiuctute at the top 

T 房 ovary female oigan or flower, situated in center of the flowei and develop-

ing into the Ituit containing seeds 

縄（分姐の） species a term for all the tndtvtduats of one lund 

S 散花序 cyme a flowea cluster, often convex or flat-topped, vaiiotis shapes oi 

degtees of branching but oldest flower is always at the end of the branch. 

determinate type 

TI cotyledon the embiyo lear in a seed, often Functioning as the first leaf of a 

seedling 

小花柄 pedicel stalk or each individual flowei or an inflotescence 

'hi (&me ) leaflet one of the divisions of a compound lear 

心岨形の coidate heart shaped connected at its broader end, as seen at the いste 

of a deeply-notched leaf 

M1ME序 spike an inflorescence with the floweis sessile on a more oi less 

elongated axil with the youngea flowers at the apex, indeteiminate type Heie 

including dense, capitate-tike type 

生態系 ecosystem the complex or a biological community and its environment 

runcuoning as an ecological unit in nature, with exchange of matter and 

energy amongst membeis of the community and wtth the environment 

赤褐色の 「usset puiple tinted brown 

m (茎e) node the point on the stem oi branch at which a leaf or lateral branch 

at ises 

W gland a secreting surface or structuie, or an appendage having the geneial 

appearance and function of such an organ 

/32

length ,bome duthols have uscd lt ds [he same a ov ぬ e

生 の aーLcmdte onーyoneleafln~elted a鰯 node

さ く果 edp もule d dly dehーsecnL frult made upof more Lhan l carpe ー(segment)

散 形花 庁 umbel lnnoresccnce of stall‘ed flowerb dll anslng from same Polnt,

lndetermlnate type

散 房 花 序 co・ymb a ndt-topped orconvexopen ・nHolescence,technlcallya Lon ‐

traoted raoen1e,edn be しompound,Indeternl.nate type

軸 ax・s the maln or しentral l・neo{dove1opmentofaplant or orgdn

支持 根 』tllt-root loop・ng aerlal rooLb exposed to theall,d1lblngfrom the trunk

and lower h・anohes and extendlllg ooL vard and dewnward lnto the sol1

雌 ず い (め しへ ) plstlI Lhe beed-ploduo ・ng orgdn,consist ・ng osuaily of ovaly,

styーe andstigma

左ゴtず い (お しへ ) stanlen mdle o・gan o[ nower, しonsisting of 行lament も talk)dnd

anther eontain ・ogpollen

膝 根 knee reoLb ho・lzon[al roots hke beod ・ng knees above the ground,looping

up and down with knoh 1lke sーluctnle at the top

了房 ovdry femaleoiganolnower, も・tuated lneenterofthc nowel dnddevelop

mg lnto the flu・tcontainlng seeds

種 (分 類 の )speo ・es atern 亘 or an thelndividualbo 【one kind

集 散 花 序 oyme a aowel eーubter,often oonvex or nat-Lopped,vaiiousshapes ol

deglees of hranohing bnt oldest aower ・s dlwdys at the end of the braneh,

deternllnaLe Lype

了葉 ootyledon the emhiyo leaf in a seed,often funotion ・ng as Lhe6rst ーedf of a

seedhng

小 花 柄 pedleel stalk of eaoh indーvidual nowe ・ ofan in日oleseenee

小 葉 (複葉 の ) ーea日et oneofthedl 汲もionsofaoompound leaf

心臓 形 の coldate heart shaped eonne しted at・tsbroaderen α d9seel ・d t th e hdse

of d deep ーy-notohed ーeaf

柚状 花 序 sp・ke an ・nnore eenLe with Lhe aowels be悶 ーe on a more oi less

elongated ax・l with thc youngel llowers atthe apex, 1ndeteim ・nate type Heie

・nolud ・ng dense,edpILdte-1lke type

生 態 系 eoosystenl the Lomplex of a b・ologlcdILoin m onlty a・ld ・ts envlronnlent

funotlon ーng dも an eoologioal unit ln odture,with exohange of maLter dnd

ei・ergy dmongst membe[s of Lhe community andwith the environlilent

赤 褐 色 の russe も pulp ーetinted brown

節 (茎 の ) node thepointonthe~temo ・hranohat ＼vhiehaleaforlateral branch

al lses

腺 gland a seereting surfaoe or structule,or an dppenddge hdvingLhe gene ・al

appearanee dnd funetion of もuoh an organ
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総状の『acemose raceme-like ot bearing racemes 

総状4り1" raceme an infloiescente with pedicelled floweis borne dlong a more or 

kss elongated axis with the younger flowers nearest the apex, indelerminale 

type 

草木 herb a plant with no persistent woody stem above ground .also a plant 

used in seasoning and medicine 

属（分類の） genus (genera) a group of related species 

胎t (Wf')の viviparous (vivipary) get niinating or sprouting From seed or bud 

while attached to the parent plant 

Wh の opposite 2 leaves inserted opposite to each other on the stem 

If リEの elliptic (al) bioadcst at the middle,以・th ends rather equal, the length is 

at least twice the width 

たく［托1 菓 stipule leafy outgrowth, of ten paired, arising at the base of the leaf 

stalk 

多$rtの perennial a plant lasting For 3 or more years , a stem not dying back 

over the dry season 

$1t4E unisexual (flower) of one sex, having either stamens or pistils, not both 

W1 IEの single (solitary) floweis borne singly, not in clusters 

9%葉 simple (leaf) only one definite segment present between the stem and the 

end ci the blade although sometimes lobed or tooihed 

t1ti stigma sticky or Feathery area above ovary, teceivirig pollen at Pollination 

IJ4の teiniinal boine at the end of apex, aitsing iiom the end of the stem 

c楕MEの oblong shape that is two to four times longei than wide and the sides 

parallel ot neaily so , see 

rn端 apex the growing point of any stiucture 

頂端の apic組 at the point of any structure 

通気根 pneumatophore penc小hkeoi conical roots protiuding upwaid from hol・ 

izonial root extensions 

W.* (4 *) shiub a woody perennial plant smaller than a t:ee and usually with 

several basal stems 

M 状 (1U ) e capitate in a globulai or head-shaped cluster 

倒卵形の obovate eggshaped in outline. aitaしhed at the nariow end, inveise of 

ovate 

突出 L た. b き出た exsert (cdl proti uded beyond, as stamens beyond the tube of 

the corolla 

一叉分技 dichotomous bianching 

pai ts 

乳液latex the milky juice of some plants like Eicncolw ago/lot ha 

のき形の aiistate with an awn oi stiff bristle, usually at the apex 

branching by iepeated division into two equal 
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総 軌 の racelnose raceme-1lke olbeanng rdcemes

総 状 化が raceme dn lnnolc5cenLe wILh pedl もelled nowel 』 borne dlong a more or

less elengated axーs w 亘 li the younger aowers neal‐esi Lhe aPex,zndelez ‐mjn ぞ-le

type

草 本 herb a plant wILh no pcrs・sten ー woody sLcm above greund ,alもo a pldnL

used Iわ bcascnIng and medlcIne

属 (分 類 の )genus(genera)a greupofrelated speucs

胎 生 (獅 子 ) の vlvlpdrous(v ・vlpdry)ge ・nllnatlngorsproutnlgfrom secd or bud

while attaLhed to theparent plant

対生 の opposlte 21eaves lnsertedopposlte tocaehoLher on the もtem

楕 円 形 の clbptK(ai)hloadesta もthemiddle,bothendsrdther equa1, thelengLhls

at teaもt t＼vice the width

た く L托 1 葉 stipule leafyoutgro vth,o[tenpaire(1,arisingd もLhe babe of the leaf

tatk

多 仔 牛 の perenn ーal a plant iabting for 3 or more years,astem not dylng baLk

over thedry Season

単 性 花 unisexual {"ewer)ofonesex,havlilgeither もiamensorpistils,net both

単頂 花 の S1ngle(sohtary)nowei も berne singly,notln clusters

単葉 simple(leaf)only one deGnne begmentpresent bctweeil the stem dnd the

end o【the blade although sometlnies lobe(l ortoothed

札 頭 stigmd sticky or feathery area dboveovdry,ieceivlngpollen dL PolhildL1on

項 生 の むeiniinal bo1ne at thecnd ofdpex,allsing flomthe end ot tbe stem

長 楕 円形 の oblong bhdpethdtist voLofourtimes longel thdii wlde dnd the sides

paralleloi nea 亘 y so ,see

順端 apex the growlngpoint o〔any sLiueLure

項端 の apical at もhe polnLof ally 』tructure

通 気 根 pileumatophore penci ト 1lkeel conicdlrootsprotiud ・ilgupwald frern hol ‐

Izontdl rootextension も

低 木 (桁 木 ) sh・ub a woody perennldl plmitsmaller もhdna "eedndusually wlh

severdl basalstems

頭 状 (化 序 ) の oapILate ・n dglobulal or head-shaped し1u~ter

倒卵 形 の obovate egg ‐shaped m outhne,allaLhed at the narlow end-nveiseof

ovate

突 出 した , ぬ き出 た exsert (ed)proL ・udedbeyond,ds もtamenbbeyondthe tube of

thecorolla

- 叉分 技 dichotomeusbiduchlng hranchii ・ghylepcdLed divlslon lnto もwoequdl

palts

乳 故 latex the m・ikyJuiceofsome P1anLstikeE スcogcαムロ qgq′′odm

の き形 の ailsLate wlth an dwn oi stlf「brlstlc,u uatly dt the apex
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菓（ノダ類の）frond (1cm ) leaf of a fern 

M ,4* hypocotyl jxntion of seedling between stem and root ' in some plants im 

portant for storage of staith and other teserve materials 

1&44 buttress boaid like structures, downward sloping radial projection I mom 

lower trunk of tree 

半胎生 (s子)の cryptovmvtparous (cryptoviviparity) in which the seeds germi・ 

nate but are covered with their peracarp (ft uit skin) before detaching from the 

parent tree 

尾状花序 ament same as catkin 

)状花I1 catkin a sptke or spike-like, usually pendulous inflorescence of unisex・ 

ual flowers, same as ament 

ftt針Eの lanceolate lance-shaped , several times longer than wide, broadest 

toward the base and tapering to apex 

徴突形の mucronate 

徴突頭 mucro a short, small abrupt tooth-like tip , loosely used but not very 

sharp at extreme apex 

徴突Imの apiculate ending as an abrupt slender tip which is not stiff 

&O lenticel pocket of corky cells on woody stem or root allowing exchange of 

gases between interior of plant and atmosphere 

表皮 epidermis the outer layer of tissues 

フェノロジー（生物季節） phenology the complex annual course of flushing. qut・ 

oscence, flowertng. fruiting and leaf Call in a given environment 

複葉 compound (teal) having definite and distinct segments (2 or more leaflets) 

from the stem to the apex 

付属器 appendages an attached secondary pait to a main structure 

不ねん (稔J 11.の sterile infei ttle and unproductive, as a flower without a pistil, a 

stamen without an anthet or a leafy shoot without floweas 

i)NW schizocarp a dry fruit of 2 or moie carpels, splitting up at maturity into 2 

or more one seeded. indehiscent segments 

'i ( spore (fern) reproductive body of lower plants, 

末端E向0 distal situated farthest fiom the place of 

無限4E:t indeterminate inliorescence inflorescence in which the youngest flower 

is always at the end of the main axis or in the center of the infloiescence , new 

flowers can continue developing at the tip 

*M の sessile wtthout a stalk 

*,e glabrous no haits present .also used to mean smooth 

モサイク状のtesseltate checketed, mosaic-like 

やく (A] anther the pollen-beanng pad of the stamen 

有限花序 detei minate inflorescence inflorescence in which the oldest flower ts at 

usually single cell 

attachment 

　　　

菓 (/ ダ類の )frond(fem) lcdf of a fcm

灯心軸 hypocotyl po・bon dscedlmg bcLWeen stem and root,ln some plantslm-

p○rtanL for sL○rage of statしh and oLher teserve materLa1s

板 帳 buttr 偽 も boa ・d llkc もLructures,down ・vard sl。plngradlal pr。Jcctl。n flom

lowerLrnnk of tree

半胎 生 (種 子 ) の cryPLovlvlparons(Lryptovlvlparlty)ln whlchthcseedsgerml ‐

nate but are covered w・ththclrperlcarp(rloltskm)beforedetachlngfrom the

parenttree

尾 状 花 序 ament sdmeascaLkln

尾 状 花 序 catkln aもplkeorspike-bke,nwally pendul 。us ・nnorescenoe 。fun ・se

ualf lowers, もdme as ament

披 針 形 の lanceoldte lanee baped,several time も longer than wlde,broadest

toward the baseand tapering to apex

徴実形の muLronate

微 突 頭 mucro a short,small ahrupt tooth-like tip,loosely usedbut not very

sbarp at extrelnc ape ×

微 突 頭 の apiculate ending as an abrupt slender tip whlch ・s not stl什

皮 日 lenticel p。eketofo 。rky eells 。n w 。udy stem orroot allowingexohange of

gaもes between1nterior of pldnt and atmosphere

表 皮 ep・dermis theouter ldycr of tlssnes

フ ェ ノ ロ ジー (生 物 季 節 ) pbenology the しomplexannualcourse of 日usblng, qu ト

ebcence,n ○wering,frniting and leaf fdlーin agiven env ・ronment

複 葉 oompound (leaf) havmg definILc dnd distinctsegment 2 or moTc leanets)

from tbc bLem t。 tbe apex

付 属 器 appenddges anaL ーaohed secundary palt toa main btructure

不 ね ん [稔 」ず′1-の sterile infe1tileandunproduotive,asallowerwithout a pistil,a

stamen without an anthei or a lodfyshoot wlthont lloweis

分 離 果 chlzocarp adryfro ・tof2orm 。lecarpels,splitting op at mdtority ・nto2

or more one seeded,indehiscentsegnlents

胞 了 spore(fern)reproduct ・vc bodyof lower plants,nbnallys ・ng1ecoll

末 端 方 向 の distal b・tuated farLhebt fiom tbeplace of dttaohmenL

無 限 花′t indetermnate ・naorescence ・nnorescen 。e in whioh tbe yoongest nower

isalways attheend of themaln axisoT in the oenter oftheinliolesoence ,new

n。wers oancontinue developing at the tip

無 柄 の sessilewithout a talk

無 毛 の glahrous no haii 』 present,alsonsed tomean smo o th

モ サ イ ク状 の tessellate ehe しke・ed,mo もaiL-hke

や く [約 ]anther the po11en-bearingpd ・t of the btanlen

有 限 花 序 detelminate ・nnorescence innorescenoelnwh ・ehtheoldest n。werisat
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the end of the main axis with the younger flowers arising from below the 

cynic is the only example of this type 

菓Iz axil the angle foi med by the upper side of a leaf and the stem 

幼W radicle the rudimentary root formed within the seed 

葉身 blade the expanded part of a leaf or petal 

葉ti（のある ) petiole the stalk of a leaf blade or of a compound leaf 

卵)i の ovate egg-shaped in outline, attached at the wide end 

卵形の（立体の） ovoid a 3-dimensional figure, ovate in outline 

リホン4k根 plank roots horizontal ribbon-like roots that elaborate above the 

ground, undulating and winding laterally like snakes 

裂開果 dehiscent fiuit 

裂開tq.の dehiscent opening spontaneously to release the seeds of the fruit 

裂片lobe any segment of an organ especially if iounded 

　　　

thc cnd of the mam axーs w・th the younger flowers arlslngfrom below ,tile

cyme ・s the onlyexample of thls Lype

葉般 ax}- theangle roll'led by Lhe uppers ・de of d lcal and the sLem

幼根 radlele the rudlmenLdry reot fermed wlthlnthe seed

葉 身 blade theexpanded parLor a leaf or peーal

葉柄 (のある)pet ・ole thestalkofaleafblade erofacompound leaf

卵 形 の ovate egg-shapedlnoutline, attaehed at thewldeend

卵形 の (立 体 の )ovold a3-dlmenslonal 貢gure,ovate ln ouLI1nc

リホ ンi大根 pーank roots her・zental ribbon-hke roots that elaberate above the

groIlnd,undu1a もIng and wIndIng1aLeral1y lIke もnzlkes

裂聞果 dehlscent rlult

裂開 札 の dehlscent openingspontaneously toreleasetheseedsor Lhe rrult

製 jキ ーebe any segmentofdnorgan especlallyifloundcd
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‘ 樹種名のインデックス（アルフ，ヘソト助） 

1)極名(botanic司 name, scientific namの 

極名のうしろの故宇は本文iiiの説明か記教してあるベーンてあり，( ）内の敷字は可 

真か掲載されているペーシを不す。 

Acanlhus slseijblsus L ムラサキミズヒイラギ 85(51) 

Acrw,l,churn otneun: L ●ミモチシダ 肥（切） 

Aegicoros cormculalu,n Blanco ツノヤプコウシ 111(61) 

,4eg:co,'osAmthan Room & Schult アェギセラスフロリドウム 112(61) 

A t'iceniio a!加Blume ウラジロヒルギダマン 叩(52) 

A vicenma lana/a R idley マルバヒルギダマン 91(52) 

Avacennia nlarsna (Forsk ) Vierh ヒルギダマン 92(53) 

.4 vacenma uffic:nahs L マルバヒルギダマン 興（弱） 

Batsinglonjo otal,ca (1.) Kurt ゴバンノ了ン ・・ 101(56) 

Ban inglonto tacernoso (L) Sprung サカリバナ 102(56) 

Biaguieto cyhndnca Blume ノロバナヒルギ 114(62) 

13;ugu,eto gymnoriluza (L) Lam オヒルギ（ヘニガクヒルギ） 115（肌） 

I3tuga,era paiviflora (Roxb ) Wight & An ox On“ ヒメヒルギ 116(63) 

Bmgaura .ceiatguIa (Lour } Pm「 オバナオヒルギ（ロノカクヒルギ） 117(63) 

Coes,aゆinto bonduc (L } Roxb カエサルピニアボンドウク 103（切 

Co!ophy!lurn inophyiluin L テリハ中ク（ヤラホ） ・ 100(55) 

Ca/octopus gagontea（いOtyand exWT Mon 了コノ ・ 部GI) 

Cerbeta rnonghos L ミフクラギ（オキナワキ.ウチクトウ） 87(51) 

Cenops decond,a (Gruff) Ding llou コヒルギ（タカオコヒルギ） I is(⑩ 

Cenops logo! C B Rob タカオコヒルギ（コヒルギ〕 119(64) 

Clot odend, urn met me Gaertn イボタクサキ 129(72) 

Do,, is (aloha/a Lou「 ノイノキカスラ （タイワンギ．トウ） I叫（切 

Ercoeca, ma aga //or!mI. ンマノラキ 

Fmn!aysonw gnat s/nna Backei cx K Heyne フィンレイソニアマリティマ 

的（肌） 

!!em:luera hi/utah,. Di yand サキンマスオウノキ I加（7') 

Ihb,scas Ithoceac L オオハマ求ウ・ 106(58) 

I加rnc*o pes-cap'ao {L ) Sweet クンハイヒルガオ 町(55) 

厳7ndoha condel (L ) Druce メヒルギ l加(65) 

Lurnn,Ize,a lallorea (Jack) Voigi アカバナヒルキモドキ 糾（") 

Lummizera racenuna W 山d ヒルギモドキ （ノロハナヒルギモトキ） 妬（馴） 

Nypa fnm/scam, W ii rmb ニ/バヤン 83(50) 

Osbonua uclodonto F' MudIー オスホルニアオクトドンタ 113(61) 

4 樹種名のインデ ックス (アルファヘソト順 )

1) 種 名 (botan ・cal name,suenLIGc nalnc)

種名のうしろの数字は本文中の説明か記載してあるペーンてあり,(

真か掲載されているペーシを不す。

)内の数字は写

Am 〃まれ"ふr‘臨ん卿‘もL ムラサキ ミズヒイラギ

Acm ふ力c/粥川 α"′@‘‘''iL ミ ミモチ シ ダ

Aegzcem ふ co“ーzcz′超 zz′m B1anco ツ ノヤ ブ コウ シ

Aegzcems 月oridz〃〃 Roem & Schult ア エ ギ セ ラ ス フ ロ リ ドゥム ,

AUzce'mm α‘bα B1ume ウ ラ ジ ロ ヒル ギ ダマ ソ

AUzce ′"〃"′の i"如 Rldley マ ル バ ヒル ギ ダマ ソ

A 阻c蝋 燭α“粥川 脇 (For もk)V1erh ヒル ギ ダマ ン

AUZ ぐのけzmo 坊 cm 〆砧 L マ ル パ ヒル ギ ダマ ソ

βα刀身zgfomq qふ頭 Zzm {L)Kurz ゴパ ンノ ア ン

βαrmzgzo 川口難 解 ''?om(L)Sprcng サ カ 1」バ ナ “

βi"gzαの Q cyね〃αrrcα B1nmc / □ノぐナ ヒル ギ

肋 z‘gmemg 助け70“/zzm(L)Lam オ ヒルギ (ヘニガクヒルギ )

β川部‘zem pのり肌 om(Roxb)WIght& Am cxGrlff ヒメ ヒルギ ・・

β川岸‘zem 解離フig〃/" our)Polr オバ ナ オ ヒル ギ (ロ ノカ ク ヒル ギ )

CQes 餌鳶フ2賜 わo,2ぬ‘c(1 )Roxb カ エ サ ル ビニ ア ポ ン ドウク

CαoPたy魚蹴 り船ゑ卿‘と‘′''・L テ リハホク (ヤラホ)

C略○【'()力持 g1gmire α (L)Dryand e× WT A・ton ア コ ノ ・

Ce中段α〃7のzgねαもL ミフクラギ (オキナワキ ョウチク トウ)

Cのro無 血 cの露′α (G1・ff)D1ng llou コヒルギ (タカオコヒルギ)

Ceno 解 放gq′CB Rob タカオコヒルギ (コヒルギ )

C/8′odβ〃α′〃“?“ie'〃2f2Gacrtn イ ボ タ クサ キ

Dem もごr顕彰川魚 Lour ノイノキカスラ (タイワンギ ゴトウ)

Ercoecq “""g 【はごodz α 1 ソ マ ノ ラ キ

F 躍如ysomq ′'7館 山 '“"Backel ex K Heync フ ィ ン レイ ンニ ア マ リテ ィマ

〃の "燈旧 友ごro′α白も D1yaud サ キ ンマ スオ ウノ キ

//rozふc"ふれ‘mcez′s L オ オ ハ マ ポ ウ ・

ゆ o〃20m pgsfqPme(L)S vcct ク ンハ イ ヒル ガ オ

Km2de ‘m cの堰 e‘(L)Drucc メ ヒル ギ

ム′′mm 細 川 卿‘orαα (Jdck)Vo ・gt ア カバ ナ ヒル キ モ ドキ

ム mm"z α粥 川 cei}2堤α WIーーd ヒル ギ モ ドキ (ノロハ ナ ヒル ギ モ トキ )

NyP α′門脇 cmz も Wunnb ニ ノパ ヤ ン

osEだけ′"" ひcの do′ばα F Mue ー1 オ ス ホ ル ニ ア オ ク ト ドンタ

85(51)

82(50)

1li(61)

112(61)

90(52)

91(52)

92(53)

93(53)

101(56)

102(56)

114(62)

115(62)

116(63)

li7(63)

i03(57)

100(55)

88(51)

87(51)

118(64)

119(64)

129(72)

104(57)

98(55)

89(52)

128(71)

106(58)

97(55)

120(65)

94(54)

95(54)

83(50)

113(61)
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Paudanus leclonus Parkinwn ノマタコノキ（アダン） 

凡in pins ocidula J R Font & G Forst ミズガンピ 

Pwigauna pinnota (L ) Pierre クロョナ 

Rluzopi,oro afucutota Blume フタバナヒルギ（フ●コヒルギ） 

Rhizophora Xlarna,ckst Mont「 ライゾフ＊ーラ’マルキ 

Rhizゆhot,, muci-ouola Lam オオバヒルギ 

Rhm,photo ' ty1o soGri“ ヤエヤマとルギ 

Scoevo缸laccoda (Gaerirt) Roxb クりトヘラ 

Scyphゆhorn hi皿mphy!lacea Gaertn「 ウミマ●キ（‘ッバヒルギ〕 

Sesuvium pot lulocosirum (I..) L ‘ルスヘリヒユ 

Son no) otw a!加Sin マヤプノキ（ハマサクロ） 

Sonnnral,o caseo!arls CL) Engl ホソバマヤプシキ 〔ナノョウマヤプシキ， 

オオバナヒルギ） 

Spun/ox !suoseus (Burm C ) Men ソキイゲ 

Sloth ylarphek' ノamOlcenSiS CL) Vahi フト求ナカホソウ 

Tenninalta cola ppa L モモタマナ（コハテイン） 

Thespesta 加pu!nea (L）助－ex Correa サキンマハマホウ 

Vs/ox ovaルThunb ハマゴウ 

抑JOCOspNS gronahnn Keen ホウカンヒルギ 

Xylocoゆus moluccensls (Lam ) Roonl ニリスホウガン 

抑Ioca,pus rump/zn (Kostel) Mabb サイロカルプスルンフィ 

2) I1* (family name) 

Acanthaceac キソネノマコ科 

んzoaceae ハマミズナ引 

Apocynac'eae キ．ウチクトウ科 

Asclcpiadaceae ガガイそ科・ 

Avicenniaceac ヒルギダ.7シ科 

Combretaceae シクンソ科 

Convolvulaceac ヒルガオ科 

Euphorbiaceae トウダイグサ科 

Goodeniaceae クサトヘラ料 

Gramaneac イネ科 

Gut(iieuae オトギリソウ科 

Locythidaceae サガリバナ科 

Lcgumrnosae マメ科 

Lythrateae ミソハギ科 

弱 

86 

幻 

88-89 

90-93 

94-96 

91 

98 

99 

130 

l加 

101-102 

103- 101 

105 

/37

Pm' αmm もぎeαom‘s Park・nbon ノマタコノキ (アダン) 84(51)

P勤めぬお qα中′ね J R Forst &G For 鼠 ミズガ ンビ 105(58)

Po力gdmm 加増iQ奴 (し)P1errc クロヨナ 104(57)

R′“zo少′70口吻わzc〃如加 B1ume フタバナ ヒルギ (フタコヒルギ) ,. 121(66)

尺ノ7zzoPたorq ×′の'-"'卿乙Montr ライゾフォーラ ラマルキ 122(66)

R′〃z‘〕P′20m “'"cromr α Lam オ オ バ ヒルギ i23(67)

Rhigop/mm もzyごom Grー" ヤエヤマヒルギ ・ 124(68)

SmB のどα奴 ccqdq(GaerLn)Roxb クサ トヘ ラ ・・ 99(55)

Scyp/?zp′7堀口′7ydrop/り′“"cmGaerLn f ウ ミマサキ (ミツバ ヒルギ) ・125(69)

Ses" 犯 zの 7Po'Zz‘紅似 s姻 "“ (し )L ミル ス ヘ リ ヒユ ・ 86(51)

Soil'2傷口【難 破鯛 Sm マヤプノキ (ハマサクロ) 126(70)

Sp,'加 川 rzoc‘)seo′"r為 (L)Engl ホ ソバ マ ヤ プ シキ (ナ ノ ョウ マ ヤ プ シキ ,

オオバナヒルギ) 127(71)

Spmi ′e×‘z加 川"s(Burnl f)Melr ソキイゲ 130(72)

Sr僻んy奴γ〆難解ノの〃αzce'2szs(L)Vahl フ トポナカホ ソウ (チ リメ ンナカボソウ)

129(72)

718mm 離れαmmPPQ L モモタマナ (コハテイン) ・ 96(54)

T′僻も鰹も縦 POPZ‘bzeα (L)Sol e×Correa サキ ンマハマホウ 107(58)

Vzrgxo〃"‘αThunb ハマゴウ = ・130(72)
XjぼりcのP郷 ぶた粉砕 2‘2'“〈Den ホウカ ンヒルギ ・ 108(59)

Xy′omrpz ′s'“o‘z′cce''s′so ノam)Roem ニ リス ホ ウ ガ ソ ー 109(59)

X)′‘ocの加持 r〃“7P“"(Kostel)Mabb サイロカルプス ル ンフィ 110(60)

2) 矛十名 (fam・ly name)

Acanthacedc キ ソネ ノ マ コ科 85

AIzoaceae ハ マ ミズナ禾f ・ 86

APocynaceacキョウチクトウ料 一 87
Asclcp ・adacede ガ ガ イ モ科 ・ 88-89

AvILenn ・aceac ヒル ギ ダ マ シ料 90-93

combretaceae シ ク ン ソ科 ・ 94-96

Cunvolvulacedc ヒル ガ オ科 97

Euphorblaceae トウダイグサ料 98

Goodenlaceae ク サ トヘ ラ科 ・ 99

Gram ・ncae イ ネ科 ・・ 130

Gutbfe ・ac オ トギ リソウ末チ ヱ0O

Lecyth ・ddceae サ ガ リバ ナ科 ・ io1一102

Leguln ・noもae マ メ科 103一104

LyLhra しeac ミソハギ科 105



MaR'aしeae アオィ科 

Meliaしeae センダン科一・ 

Myismaceac ャブコウシ科 

Myt laceac フトモモ科 

Pal mae ヤシ科 

Pandanaceae タSiノキ科 

Pteridaceae イノモトソウ科 

Rhizophoraceac ヒルギ科 

Rubュaしeae アカネ科 

Son ne,atiaceae マヤプンキ科（ハマサクロ科） 

Stercultaceae アオギリ科 

Verbenaceae クマツヅラ科 

106-107 

1 08-110 

111-112 

113 

83 

84 

82 

114-124 

125 

126-127 

128 

129- 130 

　　　

Malvd しeae ア オ イ科 ・ ・ 106-107

Mel ・aしeae セ ンダ ン科 ・" ・・ 108-11O

MY1smaceac ヤ ブ コ ウ シ料 " 111-112

MyILaceac フ トモモ科 113

Palmae ヤ シネぐ十 ・ 83

Pdndanaceae タ コノ キ料 ・ ・ 84

Pter・daceae イノモ トソウ料 82

Rh・zophoraceac ヒル ギ科 ・ 114-124

Ru 鰯 dしeae ア カ ネ料 … 125

Sonne ・atlaccde マ ヤ プ ソキ料 (ハ マ サ ク ロ料 ) ・・ 126-127

SLcrcuーlaccde アオギ リ科 128

Verbenaccde クマ ツ ヅ ラ料 ・・ 129…130
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あ と が き 

マングローブ林といってもアジア・太平洋地域のものと，中南米・カリブ海 

府岸のものでは種構成か違っている。同じアシアのマンクロープ林でも，島嶼 

のそれと大陸の大河河口のそれとは成立過程，人為的な影響等か人きく異なっ 

ている。マンクローブを植えようとする時，その場所，その地域にふさわしい 

樹種をその場に適した技術で植えなければいけないのであるが，すべての場所 

に適用可能なオールマイティの植林技術なとありえない。その場所，その地域 

に住んでおられる人達の占からの知恵‘知識の中に最も適切な技術か隠されて 

いる。そこに住んでおられる人達かマンクローブを植えるにしても，彼らは白 

分たちの技術を決してマングローブ植林技術などとは呼はないか，占から自然 

と付き合い，自然の豊かさ，自然の驚異を知っているからこそ，自然への接し 

方を知り，最も適切な技術をもっている。 

マングローブをH常的に見ている訳ではなく， コンクリートで作られた家に 

仕み，車や電車なしには生活できない私達は，あまりにも白然についての知識 

か乏しく，白然とともに4活している人々から学ぶことか多い。 

世界の熱帯・亜熱帯の沿岸域に成立していたマンクローブ林の消失か急速に 

進行し，そのことによってマンクローブ林とともに生盾している人々の生活か 

脅かされている。私達にてきることはささいなことかもしれないか，失われた 

マングローフ林の再生に少しでも協力することができ，そのことを通じて緑の 

地球を守ることかできるのならは，それはとても素晴らしいことではないだろ 

うか。 

北海道に生まれ，30 歳になって沖縄に来るまで海の中にも森林かあることす 

ら知らなかった私であるか，これまでにお会いした多くのマンクローブ林とと 

もに生活している人々との山会いの中で，そのようなことを学はせてもらっ 

た。これからは失われたマンクローフ林の再生，微力ではあるかマングローブ 

生態系の再生の活動を通じ，マングローブ林とともに生活してる人々からたく 

さんのことを学はせてもらったお礼をしたいものである。 

1099年1月 

著者を代表して 馬場 

あ と が き

マングローブ林 といってもアジア・太平洋地域の ものと, 中南米 ・カ リブ海

沿岸のものでは種構成か違っている。同じアシアのマンクローブ林でも, 島喫

のそれと大陸の大河河口のそれとは成立過程,人為的な影響等か人きく異なっ

ている。マ ングローブを植えようとする時 , その場所 , その地域にふさわ しい

樹種をその場に適した技術で植えなければいけないのであるが, すべての場所

に適用口1能なオールマイティの植林技術などありえない。その場所, その地域

に住んでおられる人達のこーからの知恵・知識の-rlに最も適切な技術か隠されて

いる。そこに住んでおられる人達かマングローブを植えるにしても, 彼らはロ

分たちの技術を決してマングローブ植林技術などとは呼はないか, 古から白然

と付き合い, 白然の豊かさ, 白然の驚異を知っているからこそ, ロ然への接し

方を知り, 最も適切な技術をもっている。

マングローブを H 常的に見ている訳ではな く, コンクリー トで作 られた家に

住み, 車や電車なしには生活できない私達は, あまりにもロ然についての知識

が乏しく, ロ然とともに斗店している人々から学ぶことか多い。

1旦界の熱帯・亜熱帯の沿岸域に成立していたマンクローブ林の/肖失か急速に

進行し, そのことによってマンクローブ林とともに生活している人々の生活か

脅かされている。私達にてきることはささいなことかもしれないか, 失われた

マングローフ林の再生に少しでも協力することができ, そのことを通じて緑の

地球を守ることかできるのならば, それはとても素晴らしいことではないだろ

うか0

北海道に生まれ,30 歳になって沖縄に来るまで海の中にも森林かあることす

ら知らなかった私であるか, これまでにお会いした多くのマンクローブ林とと

もに生活している人々との出会いの中で, そのようなことを学ばせてもらっ

た。 これか らは失われたマンクローフ林の再生 , 微力ではあるかマングローブ

生態系の再生の活動を通じ, マングロM ブ林とともに生活してる人々からたく

さんのことを学はせてもらったお礼をしたいものである。

1999年 1月

著者を代表して 馬場



著者略歴 

馬場 繁卓（はば しけゆき） 

1977年東京農上大学大学院修上課程（林学専攻）修了。1978年に琉球大学農学 

部助手となり，現在助教授。JICA 長期‘短期専門家（森林植生）としてインド 

ネシ了などの海外経験のほか，ァジア‘アフりカ・申南米でマンクローブに関 

する調杏・研究に従事。1990年に国際NG0 として設立された国際マングロー 

フ生態系協会事務局次長を経て，現在事務局長。 

北村 昌二（きたむら しょうぞう） 

1979 年京都人学林学科卒業。林野庁引画課全国森林計画担当森林引画官，熊本 

営林局出水営林署長，林業講習所教務指導官を経て，現在林野庁研究普及課技 

術開発れ1当課長補佐。 この間に1994年12月から1997年11月までインドネシ 

ア国ハリ島でのJにA マンクローブ資源保全開発実証調査事業に長期専門家 

（森林生態分野担当）として参加。 

マングローブ植林のための基礎知識 テキストNo. 11 

平成11年3月25 Li 

馬場繁幸・北村昌三 

（財）国際緑化推進センター 

者

集

行

 

著

編

発

 〒112-0004 東京都文京区後楽1-7-12（林友ヒル） 

TEL 03一5689 一－ 3450 

FAX 03 -5689 -3360 

禁無断転載 

印 刷 創文印刷上業株式会社 

〒 116-0011 東京都荒川区西尾久7-12- 16 

著者略歴

馬場 繁幸 (ばば いずゆき)

1977年東京農↓大学大学院修 -仁課程 (林学専攻)修了。19784fに琉球大学農学

部助手となり,現在助教授。JICA 長期・短期専門家 (森林植生)としてインド

ネシアなどの海外経験のほか , アジア ・アフリカ ・中南米でマ ンクローブに関

する調杏・研究に従事。1990年に国際 NG0 として設立された国際マングロー

フ生態系協会事務局次長を経て,現在事務局長。

北村 昌二 (きたむら しようそう)

1979テ「京都人学林学科卒業。林野庁計画課全国森林計画担当森林計画官,熊本

営林局出水営林署長,林業講習所教務指導′白を経て,現在林野庁研究普及課技

術開発担当課長補佐。この間に 1994年 12月から 1997年 11月までインドネシ

ア国ハ リ島での JICA マンクローブ資源保全開発実証調査事業に長期専門家

(森林生態分野担当) として参加。

マングローブ植林のための基礎知識 テキストNo.11

平成 11年 3月 25 ]

著 者 馬場繁幸・北村昌三

饗 秀 (財)国際緑化推進センター
〒112-0004 東京都文京区後楽 1-7-12(林友ヒル)

TEL 0 3一 5 6 8 9-3 4 5 0

F AX0 3 5 6 8 9一 3 3 6 0

印 刷 創文印刷工業株式公社
〒 116一0011 東京都荒川区西尾久 7‐12-16

禁無断転載
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